
長崎県美術館研究紀要 No.8
Bulletin of Nagasaki Prefectural Art Museum 

111111111 

11111 11111111 11111 



彰
城
貞
徳
が
描
い
た
《
夜
の
長
崎
港
》
に
関
す
る
試
論

中
山
文
孝

目
次

ー
長
崎
を
描
く
、
長
崎
を
デ
ザ
イ
ン
す
る

森
園

敦
／
2
5

川
口
佳
子
／

9



口絵 1. 中山文孝《長崎港の図》昭和 9年 (1934) 長崎県美術館蔵



口絵4. 輻砂屋包装紙

画像提供 株式会社カステラ本家誦砂屋

口絵 5. 中山文孝〈くんちポスター》

昭和31-33年頃 (c. 1956-58) 長崎歴史文化博物館蔵

口絵6 中山文孝《くんちポスター〉
昭和25-31年頃 (c. 1950-56) 長崎歴史文化栂物館蔵

口絵 2. 中山文孝〈国際産業観光博覧会ポスター》

昭和 9年 (1934) 株式会社乃村エ藝杜蔵

※ポスターの懸貧および印刷開始は昭和 8 年

口絵3 中山文孝《紀元二千六百年記念日本万国博党会ポスター》

昭和15年 (1940) 京都工芸繊維大学美術工芸賓料館蔵 (AN.2694-37)



口絵 7. （旧）彰城貞徳《月夜の景》明治33 ー大正 4年頃 (c.1900-1915) 油彩·板 長崎県美術館蔵

（新）彰城貞徳《夜の長崎港》明治36 ー大正 4年頃 (c.1903-1915) 油彩·板にカンヴァス 長崎県美術館蔵



中
山
文
孝
（
な
か
や
ま
・
よ
し
た
か
一
八
八
八
ー
一
九
六
九
）
（
図
ー
・
2
)
は
、
長
崎
を
拠
点
に
活
躍
し
た
画
家
で
あ
り
、
グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
あ
る
。
本
名
で
の
活
動
の
ほ
か
「
素
全
」
と
い
う
雅
号
を
記
し
た
絵
画
作
品
も
残
し
て
い
る
。
長

崎
市
袋
町
に
生
ま
れ
、
父
が
創
業
し
た
「
中
山
美
六
堂
」
（
扇
子
・
う
ち
わ
の
製
造
販
売
）
の
経
営
の
傍
ら
、
観
光
ポ
ス
タ
ー
や

企
業
の
包
装
紙
等
の
デ
ザ
イ
ン
、
さ
ら
に
長
崎
の
文
化
財
の
記
録
写
生
を
手
掛
け
た
。
活
躍
時
期
は
主
に
、
昭
和
初
期
か
ら

四
0
年
代
で
あ
る
。
代
表
作
と
し
て
、
紀
元
二
千
六
百
年
記
念
日
本
万
国
博
覧
会
ポ
ス
タ
ー
（
口
絵
3
)
や
、
カ
ス
テ
ラ
で
有
名

な
幅
砂
屋
の
包
装
紙
（
口
絵
4
)
な
ど
が
あ
る
。
日
本
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
の
歴
史
に
お
い
て
重
要
な
作
品
を
残
し
て
い

る
も
の
の
、
残
念
な
が
ら
美
術
史
的
な
研
究
や
評
価
は
い
ま
だ
行
わ
れ
て
い
な
い
と
言
っ
て
良
い
。

長
崎
県
美
術
館
は
、
中
山
に
よ
る
日
本
画
作
品
《
長
崎
港
の
図
》
（
口
絵
l
)
を
所
蔵
す
る
。
本
作
品
を
中
心
に
、
遺
族
所
蔵
の

デ
ザ
イ
ン
作
品
な
ど
を
併
せ
て
展
示
す
る
小
企
画
展
「
長
崎
ゆ
か
り
の
美
術
ー
デ
ザ
イ
ン
[
中
山
文
孝
」
を
ヽ
平
成
三
十
年
度

常
設
展
の
一
環
と
し
て
開
催
し
た
。
本
稿
は
そ
の
内
容
と
、
展
覧
会
後
の
補
足
的
な
調
杏
結
果
を
ま
と
め
る
も
の
で
あ
る
。

中
山
の
代
表
作
と
そ
れ
ら
が
生
ま
れ
た
背
景
を
、
基
本
的
に
年
代
順
に
紹
介
す
る
。

長
崎
港
の
図

中
山
の
前
半
生
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
不
明
な
点
が
多
い
。
早
い
段
階
か
ら
独
学
で
日
本
画
を
学
び
、
五
島
中
学
校
卒
業

後
に
長
崎
市
内
に
戻
っ
て
美
六
堂
の
経
営
に
従
事
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
中
山
に
と
っ
て
、
四
十
五
歳
の
と
き
に

生
ま
れ
た
一
点
の
作
品
が
、
以
後
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
の
世
界
で
の
活
躍
を
決
定
づ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
長
崎
で

開
か
れ
た
、
国
際
産
業
観
光
博
覧
会
の
ポ
ス
タ
ー
（
以
下
、
観
光
博
ポ
ス
タ
ー
）
（
1
1絵
2
)
で
あ
る
。
昭
和
八
年
(
-
九
三
三
）
に

は
じ
め
に

中
山
文
孝

ー
長
崎
を
描
く
、

長
崎
を
デ
ザ
イ
ン
す
る

図 2 巾,,,文孝と共ノプ

図 1. 中山文孝（瓜合写襄の部）
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公
募
が
行
わ
れ
、
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
応
募
作
の
中
か
ら
、
長
崎
と
東
京
で
の
審
査
を
経
て
、
中
山
の
作
品
が
一
等
に
輝

い
た
。
こ
の
博
覧
会
は
、
観
光
都
市
と
し
て
の
発
展
を
目
的
に
長
崎
市
が
主
催
し
て
昭
和
九
年
(
-
九
三
四
）
に
開
催
し
た
も

の
で
、
長
崎
市
内
の
埋
め
立
て
地
、
中
ノ
島
と
、
当
時
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
た
ば
か
り
の
雲
仙
を
会
場
と
し
た
。
約
六
十

日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
、
六
十
二
万
八
七

0
0

人
が
訪
れ
た
。
観
光
地
の
ジ
オ
ラ
マ
を
展
示
す
る
観
光
館
、
テ
レ
ビ
の
試

験
映
像
が
見
ら
れ
る
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
館
な
ど
、
個
性
豊
か
な
展
示
館
が
人
気
を
博
し
た
。
ポ
ス
タ
ー
は
九
州
各
県
や
、
東
京

お
よ
び
京
阪
神
方
面
の
主
要
な
鉄
道
駅
、
さ
ら
に
中
国
や
朝
鮮
半
島
な
ど
海
外
に
も
送
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

中
山
は
ポ
ス
タ
ー
（
口
絵

2
)
に
、
外
国
船
が
集
ま
る
長
崎
港
を
中
心
に
捉
え
、
遠
く
島
原
半
島
ま
で
を
一
望
す
る
固
を
描
い
た
。

港
の
奥
に
は
長
崎
の
街
が
見
え
、
諏
訪
神
社
、
崇
福
寺
、
大
浦
天
主
堂
、
外
国
船
な
ど
が
見
て
取
れ
る
。
さ
ら
に
奥
に
は
雲

仙
の
山
々
が
あ
る
。
黄
土
色
で
縁
取
ら
れ
た
黒
い
太
文
字
の
樽
覧
会
名
が
且
を
引
く
。
博
覧
会
と
い
う
近
代
的
イ
ベ
ン
ト
の

宜
伝
の
た
め
に
、
中
国
船
や
オ
ラ
ン
ダ
船
が
行
き
交
う
、
鎖
国
時
代
を
思
わ
せ
る
情
景
を
中
山
が
採
用
し
た
こ
と
は
興
味
深

い
。
ポ
ス
タ
ー
が
一
等
入
選
し
た
こ
と
を
喜
ぶ
、
当
時
の
中
山
の
言
業
が
残
っ
て
い
る
。

「
こ
れ
ま
で
懸
賞
に
応
募
し
た
こ
と
は
な
い
、
入
賞
と
は
夢
の
よ
う
で
す
、
今
度
の
応
募
は
全
部
で
四
点
で
あ
っ
た
が
、

一
等
入
選
作
品
は
和
蘭
陀
船
と
唐
船
と
二
隻
大
き
く
、
そ
の
バ
ッ
ク
に
は
雲
仙
の
山
岳
を
現
し
、
そ
の
中
間
に
天
主
堂
、
支

那
寺
、
眼
鏡
橋
、
諏
訪
神
社
、
田
上
竹
林
、
大
徳
寺
の
藤
な
ど
長
崎
の
名
所
を
配
し
た
も
の
で
す
」

外
国
船
の
あ
る
長
崎
港
の
図
は
、
江
戸
時
代
以
降
、
絵
画
や
版
画
な
ど
に
お
い
て
し
ば
し
ば
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
。
長

崎
港
を
烏
諏
的
視
点
で
描
い
た
絵
画
（
図
3
)
や
、
い
わ
ゆ
る
長
崎
版
画
に
お
け
る
外
国
船
の
図
面

4
)
な
ど
を
例
と
し
て
挙
げ
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。
ポ
ス
タ
ー
を
手
掛
け
た
時
点
で
、
中
山
が
こ
う
し
た
古
い
イ
メ
ー
ジ
を
ど
の
程
度
知
っ
て
い
た
か
、
そ

れ
ら
の
踏
襲
を
意
識
し
た
か
ど
う
か
は
不
明
だ
が
、
彼
の
ポ
ス
タ
ー
は
、
外
国
船
、
橋
、
寺
社
、
教
会
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
観

光
資
源
と
な
り
得
る
モ
チ
ー
フ
を
と
り
わ
け
拡
大
し
、
港
を
囲
む
よ
う
に
集
合
的
に
拙
い
た
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
画
面
の

中
に
収
ま
る
よ
う
配
慮
し
た
た
め
な
の
か
、
モ
チ
ー
フ
の
位
置
関
係
に
は
デ
フ
ォ
ル
メ
が
見
ら
れ
る
。
歴
史
的
な
景
物
を
一

枚
の
ポ
ス
タ
ー
上
に
濃
密
に
構
成
し
た
こ
う
し
た
例
は
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
発
達
に
伴
っ
て
日
本
各
地
で
あ
ふ
れ
る
よ
う
に
作

ら
れ
た
昭
和
初
期
の
観
光
ポ
ス
タ
ー
や
博
覧
会
ポ
ス
タ
ー
の
中
で
も
ユ
ニ
ー
ク
な
存
在
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
本

ポ
ス
タ
ー
は
人
気
を
博
し
た
よ
う
で
、
同
じ
図
案
を
用
い
た
年
賀
ハ
ガ
キ
は
当
初
の
四
十
万
枚
に
加
え
て
十
万
枚
が
印
刷
さ

れ
た
と
い
う
。

と
こ
ろ
で
、

い
る
。

当
館
所
蔵
の
中
山
の
絵
画
《
長
崎
港
の
図
》
日
絵
1
)
は
、
こ
の
観
光
博
ポ
ス
タ
ー
（
口
絵
2
)

に
非
常
に
よ
く
似
て

そ
れ
も
そ
の
は
ず
で
、
制
作
時
期
な
ど
を
考
慮
す
る
と
《
長
崎
港
の
図
》
は
ポ
ス
タ
ー
を
も
と
に
し
て
描
か
れ
た
で
あ

ろ
う
こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
。
と
も
す
れ
ば
絵
画
の
方
が
ポ
ス
タ
ー
の
原
画
に
あ
た
る
と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、
実
際
に
は
そ

の
逆
で
あ
る
。
時
系
列
に
沿
っ
て
順
に
見
る
と
、
ま
ず
ポ
ス
タ
ー
の
原
画
（
屈

5
)
が
、
博
覧
会
の
開
催
前
年
に
あ
た
る
昭
和
八

年
(
-
九
三
三
）
六
月
の
新
聞
上
で
発
表
さ
れ
た
。
同
年
八
月
末
に
は
印
刷
さ
れ
た
ポ
ス
タ
ー
（
口
絵

2
)
が
貼
り
出
さ
れ
た
。
少

図5 新聞に掲載された

《 1,1際産業観光博乾会ポスター）の原画

（「長蛉新 l:fl 」 IIff 相 8 年 (1933) 6 月 20H)

図 3. 〈長鯰港図〉江戸時代 (19世紀）

長崎歴史文化t賎物館蔵

困4 大和屋版（阿蘭陀船入津ノ図〉

江戸時代 (19世紀）

長崎歴史文化博．物館蔵

凶6 国際産業観光t導屁会 IM11i：を記念した
年質はがき II府199 年 (1934) 1個人蔵
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し
後
の
昭
和
九
年
正
月
用
の
年
賀
ハ
ガ
キ

(
l
g
l
6
)
を
見
て
み
る
と
、
画
面
は
や
や
縦
長
に
な
り
、
中
ノ
島
の
博
覧
会
会
場
が
追

加
さ
れ
、
出
島
や
新
地
の
部
分
の
描
き
方
か
整
理
さ
れ
た
。
絵
画
《
長
崎
港
の
図
》
（
口
絵
ー
）
は
ポ
ス
タ
）
よ
り
も
、
制
作
時
期

の
遅
い
年
賀
ハ
ガ
キ
の
方
に
近
い
構
図
で
描
か
れ
て
お
り
、
「
昭
和
甲
戌
春
素
全
画
」
の
署
名
の
と
お
り
で
あ
れ
ば
、
昭
和

九
年
春
の
完
成
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
昭
和
八
年
六
月
か
ら
九
年
春
に
か
け
て
、
ポ
ス
タ
ー
、
年
賀
ハ
ガ
キ
、
絵
画
の

順
で
、
少
し
す
つ
異
な
る
図
像
が
中
山
の
手
で
生
み
出
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

総
じ
て
言
え
ば
、
ポ
ス
タ
ー

(
1
1絵
3

よ
り
も
絵
画
（
口
絵
ー
）
の
方
が
細
密
に
描
か
れ
て
お
り
、
特
に
外
国
船
の
描
写
の
精
確

さ
は
目
を
引
く
。
こ
う
し
た
違
い
が
生
ま
れ
た
過
程
を
説
明
す
る
の
が
、
中
山
の
残
し
た
模
写
で
あ
る
。
中
山
は
ポ
ス
タ
ー

と
絵
画
の
ち
ょ
う
ど
間
に
あ
た
る
時
期
、
昭
和
八
年
十
一
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
平
戸
に
通
い
、
旧
平
戸
藩
主
の
松
浦
家

に
伝
わ
る
船
舶
図
の
絵
巻
を
模
写
し
た
。
こ
の
う
ち
例
え
ば
「
阿
閾
陀
船
」
を
模
写
し
た
も
の
面

7
)
に
お
け
る
船
尾
の
華
や
か

な
装
飾
や
、
船
の
側
面
に
並
ぶ
小
さ
な
窓
か
ら
大
砲
が
の
ぞ
く
様
子
な
ど
は
、
ポ
ス
タ
ー
（
図
8
)

に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
の
絵

画
祠
3

に
は
応
用
さ
れ
て
い
る
と
分
か
る
。
中
山
は
お
そ
ら
く
本
絵
巻
以
外
に
も
様
々
な
資
料
を
参
照
し
な
が
ら
、
ポ
ス
タ
ー

を
絵
画
へ
と
転
化
さ
せ
た
の
だ
ろ
う
。

ま
た
、
絵
画
《
長
崎
港
の
固
》
は
、
十
八
銀
行
頭
取
な
ど
を
務
め
た
実
業
家
の
松
田
一
三
に
よ
る
依
頼
で
描
か
れ
た
。
中
山

は
当
時
、
松
田
と
親
し
い
交
流
を
持
っ
て
い
た
。
本
作
品
は
縦
二
．
―
―
-
X横
一
・
八
メ
ー
ト
ル
と
非
常
に
大
型
で
あ
る
が
、
そ

れ
は
こ
の
絵
画
を
展
示
す
る
松
田
邸
の
内
部
空
間
（
階
段
部
分
）
に
合
わ
せ
た
た
め
の
よ
う
で
あ
る
。
ポ
ス
タ
ー
よ
り
も
格
段

に
サ
イ
ズ
が
大
き
く
、
描
写
が
繊
細
な
こ
の
絵
画
は
、
ポ
ス
タ
ー
と
は
ま
っ
た
く
の
別
物
の
、
ま
る
で
長
崎
を
物
語
る
巨
大

な
絵
巻
物
の
よ
う
な
印
象
を
も
与
え
る
作
品
だ
。

と
こ
ろ
で
本
作
品
制
作
当
時
の
中
山
は
、
画
家
あ
る
い
は
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
、
一
大
転
機
の
よ
う
な
も
の
を
迎
え
て
い

た
と
箪
者
に
は
思
わ
れ
る
。
こ
の
時
期
の
中
山
の
日
記
に
、
《
長
崎
港
の
図
》
に
言
及
し
た
と
思
し
き
以
下
の
よ
う
な
記
述
が

あ
る
。「

（
昭
和
九
年
）
一
月
二
十
二
日
長
崎
港
の
波
四
度
塗
っ
た
。
一
月
二
十
三
日
か
ら
は
日
記
を
付
け
る
間
も
な
い
様
に
働

い
た
。
（
中
略
）
今
度
の
作
で
膠
と
水
の
加
減
を
相
当
に
教
え
ら
れ
た
。
絵
具
皿
の
調
子
つ
ま
り
溶
き
方
は
可
成
り
慎
重
を
要

す
。
（
中
略
）
此
の
度
の
揮
嘔
に
付
い
て
羨
望
の
的
と
な
っ
て
兎
角
の
噂
を
耳
に
し
た
。
人
の
身
上
ど
こ
ろ
か
と
に
か
く
自
分

は
自
分
で
の
仕
事
を
こ
っ
こ
っ
と
や
っ
て
の
け
る
に
決
め
た
。
」

「
此
の
度
の
揮
嘔
」
と
は
《
長
崎
湛
の
図
》
制
作
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
こ
と
で
「
羨
望
の
的
と
な
っ
て
」
云
々
と
は
、

泡
味
深
な
記
述
で
あ
る
。
個
人
の
邸
宅
に
飾
る
絵
画
の
制
作
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
人
々
の
噂
に
上
る
よ
う
な
有
名
な
話
に
な
っ

て
い
た
こ
と
が
垣
間
見
ら
れ
る
。
「
羨
望
」
し
た
の
は
一
般
の
人
々
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
は
、
大
作
を
依
頼
さ
れ
た
中

山
に
対
す
る
、
同
業
の
画
家
た
ち
の
間
で
の
羨
み
の
よ
う
な
も
の
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
当
時
の
長
崎
に
は
、
例
え
ば

大
久
保
玉
眠
、
萩
原
魚
仙
、
西
村
草
文
、
小
林
観
爾
な
ど
の
日
本
画
家
が
居
た
が
、
彼
ら
は
い
ず
れ
も
東
京
や
京
都
で
画
家

図 8 《同際洋業観光tiV 覧会ポスター》（口絵 2)

判曲 l吃船部分の拡）J図

~N1 ’ ツ名戸二．•: . 
. . .  • --_...・

←一→・．．

^.• .,.. —•; -、

と
‘

_., 

` ヽヽ·

ヽ
[

Wa-

,, 
て一

図 7. •!• 1l1 又孝＜船舟(I図校写阿闇陀船け財'118 年 (1933) 個人蔵

回9 《長崎池の図）（口絵 l)

阿蘭 1妃船部分の批大図
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に
師
事
し
、
あ
る
い
は
美
術
学
校
に
通
う
な
ど
何
ら
か
の
専
門
的
教
育
を
受
け
た
経
歴
を
持
つ
職
業
画
家
で
あ
る
。

中
山
は
、
家
業
を
営
む
傍
ら
独
学
で
絵
筆
を
執
る
、
い
わ
ば
ア
マ
チ
ュ
ア
画
家
と
目
さ
れ
て
も
仕
方
の
な
い
立
場
だ
っ
た
こ

と
だ
ろ
う
。
推
測
の
域
を
出
な
い
話
で
は
あ
る
が
、
そ
う
し
た
中
山
が
得
る
に
は
あ
ま
り
に
も
大
き
な
注
文
だ
、
と
い
う
よ

う
な
噂
を
さ
れ
た
可
能
性
も
、
無
き
に
し
も
あ
ら
ず
で
は
な
か
ろ
う
か
。

一
方
で
、
中
山
は
幅
広
い
交
友
関
係
を
生
か
し
な
が
ら
仕
事
を
す
る
人
物
で
も
あ
っ
た
。
彼
が
活
動
の
最
初
期
に
参
加
し

た
団
体
と
し
て
重
要
な
も
の
が
、
長
崎
在
住
の
画
家
や
文
化
人
な
ど
が
所
属
し
た
応
用
美
術
の
サ
ー
ク
ル
、
図
案
精
美
会
で

あ
る
。
写
真
祠
堕
に
写
る
の
は
、
二
十
代
前
半
の
中
山
（
後
列
右
端
）
の
他
、
同
様
に
若
き
日
の
大
久
保
玉
眠
、
萩
原
魚
仙
、

郷
士
史
家
の
林
源
吉
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
図
案
精
美
会
は
図
案
研
究
の
た
め
に
明
治
三
十
六
年
(
-
九

0
1
―
-
）
に
結
成
さ
れ
、

明
治
四
十
一
年
か
ら
中
山
も
こ
こ
に
参
加
し
た
。
毎
月
一
回
例
会
を
開
き
、
木
工
、
染
織
、
陶
器
、
印
刷
な
ど
の
図
案
を
メ

ン
ハ
ー
が
持
ち
寄
り
意
見
交
換
す
る
活
動
を
行
っ
た
と
い
う
。

こ
こ
で
、
長
崎
市
役
所
が
昭
和
十
四
年
(
-
九
三
九
）
に
発
行
し
た
『
長
崎
市
制
五
十
年
史
』
の
中
の
「
商
業
美
術
」
の
項
目
を

参
照
し
た
い
。
図
案
精
美
会
は
そ
の
後
、
会
員
に
物
故
者
が
相
次
ぎ
大
正
期
に
は
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
昭
和
九
年
、

観
光
博
ポ
ス
タ
ー
の
懸
賞
で
地
元
の
（
つ
ま
り
中
山
の
）
作
品
が
一
等
に
選
ば
れ
た
こ
と
で
時
勢
が
変
化
し
、
一
度
結
成
さ
れ

な
が
ら
有
名
無
実
と
な
っ
て
い
た
長
崎
脱
業
美
術
協
会
が
再
び
活
性
化
す
る
な
ど
し
た
と
い
う
。
（
市
制
史
に
は
記
述
が
無
い

が
、
中
山
は
こ
の
協
会
の
事
務
所
を
自
宅
に
置
き
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
。
）
ま
も
な
く
昭
和
十
一
年
に
は
熊
本
、
博
多
、

京
都
な
ど
の
博
覧
会
ポ
ス
タ
ー
の
懸
買
で
長
峙
出
身
者
が
入
選
す
る
。
さ
ら
に
翌
十
二
年
の
日
本
万
国
博
覧
会
ポ
ス
タ
ー
公

募
で
は
、
一
等
中
山
文
孝
を
は
じ
め
と
し
て
、
入
選
六
点
中
四
点
を
長
崎
か
ら
の
応
募
作
が
占
め
、
「
長
崎
図
案
家
の
優
越
せ

る
実
力
を
天
下
に
示
し
た
の
で
あ
っ
た
」
と
い
う
文
脈
が
、
市
制
史
で
は
提
示
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
中
山
と
そ
の
観
光
博
ポ
ス
タ
ー
は
、
長
崎
の
応
用
美
術
・
尚
業
美
術
を
活
性
化
さ
せ
、
「
長
崎
図
案
家
」

達
の
活
躍
の
道
を
切
り
開
く
よ
う
な
存
在
と
し
て
、
当
時
す
で
に
あ
る
程
度
公
に
認
識
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
評
価
を

同
時
代
的
に
享
受
で
き
た
こ
と
は
、
中
山
に
と
っ
て
大
き
な
幸
運
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
し
、
こ
う
し
た
評
価
は
当
時
「
羨
望
の
的
」

に
な
っ
て
い
た
と
い
う
本
人
の
日
記
の
内
容
と
も
符
合
す
る
。
観
光
博
ポ
ス
タ
ー
と
《
長
崎
港
の
図
》
は
、
こ
の
よ
う
に
長
崎

で
の
存
在
感
を
急
速
に
増
し
た
時
期
の
中
山
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
重
要
作
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

第
二
次
大
戦
前
の
昭
和
十
五
年
(
-
九
四
0
)
、
神
武
天
皇
の
即
位
か
ら
一
一
六
0
0
年
と
さ
れ
た
年
を
記
念
し
て
、

H

本
で

万
国
陣
覧
会
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
。
会
場
は
東
京
の
月
島
と
横
浜
が
予
定
さ
れ
、
建
築
設
計
が
行
わ
れ
た
。
公
式

ポ
ス
タ
ー
が
印
刷
さ
れ
て
街
頭
を
飾
り
、
「
万
博
行
進
曲
」
が
流
れ
、
回
数
入
場
券
も
発
売
さ
れ
る
な
ど
準
備
が
進
ん
で
い
た
。

し
か
し
日
中
戦
争
の
激
化
な
ど
を
理
由
に
昭
和
十
三
年
に
は
開
催
の
延
期
（
実
質
的
な
中
止
）
が
決
定
さ
れ
た
。
中
山
は
昭
和

幻
の
万
博

一
方
で

図］0. 長的市内の迎陽亭で撮影された

「図案序，＇i文会」の楳合写良
明治42年 (1909) （永島町ー・嘉村詞男

町ァルバム・長蛉白年」長崎文献社、

昭和40年より転載）
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一
等
と
三
等
一
席
を
受
賞
す
る
。
こ
れ
ら
は
中
山
に
と
り
、
第
一
―

十
二
年
に
行
わ
れ
た
万
博
ポ
ス
タ
ー
の
懸
賞
に
応
募
し
、

の
出
世
作
と
い
う
べ
き
作
品
と
な
っ
た
。

一
等
入
選
作
（
図
り
は
、
甲
冑
を
着
た
後
ろ
向
き
の
兵
士
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
古
代
風
の
甲
冑
に
身
を
包
ん
だ
兵
士
（
ポ

ス
タ
ー
の
審
査
員
に
は
神
武
天
皇
と
目
さ
れ
た
）
と
思
し
き
人
物
が
、
遠
く
を
見
つ
め
て
い
る
。
視
線
の
先
に
は
白
い
富
士

山
と
高
層
の
建
物
、
そ
し
て
飛
行
機
が
描
か
れ
、
審
資
員
か
ら
は
「
甲
冑
を
着
た
人
物
が
如
何
に
も
大
宇
宙
に
立
つ
て
ゐ
る

(18) 

ゃ
う
に
見
え
る
」
と
の
高
評
価
を
得
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
三
等
一
席
入
選
作
（
口
絵

3
)
は
富
士
の
絵
で
、
後
に
公
式
ポ
ス
タ
ー

{19) 

と
し
て
印
刷
さ
れ
た
の
は
こ
ち
ら
の
方
で
あ
っ
た
。
中
山
に
と
っ
て
も
制
作
時
か
ら
こ
の
三
等
作
品
の
方
に
よ
り
思
い
入
れ

が
あ
っ
た
よ
う
だ
。
「
種
々
按
じ
て
結
局
私
の
案
の
エ
キ
ス
は
三
等
当
選
致
し
ま
し
た
も
の
、
外
な
い
と
決
し
て
布
置
按
配
に

{20) 

全
力
を
注
い
だ
こ
と
で
し
た
」
と
、
レ
イ
ア
ウ
ト
に
力
を
人
れ
た
こ
と
を
受
賞
の
感
想
で
述
べ
て
い
る
。
ポ
ス
タ
ー
で
は
、

赤
い
背
景
に
白
い
富
士
が
描
か
れ
、
中
空
を
金
色
の
ト
ビ
が
飛
ん
で
い
る
。
白
か
ら
赤
へ
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
富

士
の
形
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
お
り
、
さ
ら
に
赤
か
ら
黒
の
諧
調
の
上
に
文
字
を
乗
せ
て
い
る
。
こ
の
ポ
ス
タ
ー
と
、
遺
族

の
も
と
に
残
る
下
絵
（
図
1
2
)を
比
べ
る
と
、
下
絵
で
は
画
面
を
ア
ー
チ
状
に
囲
む
外
枠
が
あ
り
、
全
体
的
に
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン

は
控
え
め
で
あ
る
。
中
央
の
ト
ビ
の
姿
は
鉛
筆
で
ラ
フ
に
描
き
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
違
い
は
、
中
山
が
入
念
に
行
っ

た
「
布
置
按
配
」
に
か
か
る
作
業
の
一
端
を
伝
え
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
出
世
作
を
伴
っ
て
中
山
が
活
躍
を
始
め
た
一
九
三

0
年
代
は
、
「
商
業
美
術
の
定
着
期
」
と
も
呼
ば

れ
る
。
背
景
に
は
、
海
外
の
ポ
ス
タ
ー
を
集
め
た
展
覧
会
の
開
催
、
書
籍
等
の
出
版
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
団
体
の
結
成
な
ど
の
種
々

の
動
き
が
あ
っ
た
。
特
に
大
正
十
五
年
(
-
九
二
六
）
、
濱
田
増
治
を
中
心
に
創
立
さ
れ
た
商
業
美
術
家
協
会
の
活
動
は
「
商

業
美
術
」
と
い
う
新
し
い
言
葉
と
概
念
、
さ
ら
に
は
商
業
主
義
に
陥
る
こ
と
な
く
デ
ザ
イ
ン
を
自
律
的
に
発
展
さ
せ
よ
う
と

す
る
新
た
な
機
運
を
急
速
に
浸
透
さ
せ
、
ポ
ス
タ
ー
な
ど
の
商
業
広
告
の
デ
ザ
イ
ン
の
世
界
に
輪
郭
を
与
え
た
。
日
本
の
ポ

ス
タ
ー
は
明
治
時
代
に
美
人
画
か
ら
出
発
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
絵
画
や
浮
世
絵
に
お
け
る
美
人
画
の
表
現
の
訴
求
力
を

応
用
し
た
と
も
言
え
る
よ
う
な
美
人
圃
ポ
ス
タ
ー
は
、
一
九
―

1
0年
代
頃
ま
で
の
広
告
に
お
い
て
主
流
だ
っ
た
が
、
次
第
に

そ
こ
か
ら
離
れ
、
ポ
ス
タ
ー
独
自
の
展
開
と
言
え
る
も
の
が
表
れ
始
め
る
。
代
表
例
と
し
て
挙
げ
る
べ
き
も
の
に
、
杉
浦
非

水
の
一
連
の
作
品
が
あ
る
。
長
く
三
越
呉
服
店
の
嘱
託
図
案
家
と
し
て
活
躍
し
た
彼
の
作
例
（
図

1
3
.
1
4
)は
、
従
来
の
ポ
ス
タ
ー

の
よ
う
に
写
実
的
な
描
写
に
よ
る
美
人
画
を
中
心
に
据
え
る
の
で
な
く
、
ポ
ス
タ
ー
な
ら
で
は
の
平
面
性
や
、
絵
や
文
字
の

(22) 

レ
イ
ア
ウ
ト
を
生
か
し
た
表
現
が
特
徴
だ
。
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
や
ア
ー
ル
・
デ
コ
な
ど
の
日
本
に
お
け
る
受
容
の
様
相

を
よ
く
伝
え
る
事
例
で
も
あ
る
。
杉
浦
の
よ
う
な
存
在
を
先
駆
者
と
し
て
、
ポ
ス
タ
ー
が
い
わ
ば
「
印
刷
さ
れ
た
絵
画
」
と
い

う
べ
き
も
の
か
ら
「
デ
ザ
イ
ン
」
へ
と
転
換
を
始
め
た
、
と
も
形
容
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
一
九
二
O
I

三
0
年
代
は
、

こ
の
よ
う
に
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
の
表
現
性
の
確
立
と
、
商
業
美
術
と
い
う
概
念
の
確
立
と
が
、
一
体
と
な
っ
て
進
め

ら
れ
た
時
代
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
中
で
、
商
業
美
術
家
、
広
告
図
案
家
な
ど
と
当
初
呼
ば
れ
た
、
現
在
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
あ
た
る

よ
う
な
仕
事
の
土
台
が
形
作
ら
れ
て
い
っ
た
。
上
述
の
濱
田
や
杉
浦
の
他
、
中
山
と
も
親
交
の
深
か
っ
た
資
生
堂
所
属
の
デ

図 12. 中山文孝《 II 本ガ l甚It専既会ボスター下絵（：：：：：吟ー席）》

昭和 12年 (1937) 個人蔵

図 1 I. 中山文孝《 R 本万国栂覧会ポスタード絵（ー等乃

昭和12年 (1937) 個人蔵
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ザ
イ
ナ
ー
山
名
文
夫
や
、
松
竹
キ
ネ
マ
や

H

本
t
房
な
ど
を
舞
台
に
活
躍
し
た
河
野
應
思
、
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
や
ブ
ッ
ク
デ

ザ
イ
ン
に
秀
で
東
方
社
『
F
R
O
N
T』
等
に
関
わ
っ
た
原
弘
、
デ
ザ
イ
ン
ス
タ
ジ
オ
を
構
え
て
企
業
広
告
な
ど
を
手
掛
け
た
圃

家
の
多
田
北
烏
、
フ
ラ
ン
ス
を
拠
点
と
し
て
ア
ー
ル
・
デ
コ
の
様
式
の
ポ
ス
タ
ー
を
残
し
た
里
見
宗
次
な
ど
が
活
耀
す
る
。

中
山
も
ま
た
、
こ
う
し
た
中
に
登
場
し
た
一
人
だ
っ
た
。
万
柚
ポ
ス
タ
ー
懸
買
で
の
人
選
は
も
ち
ろ
ん
、
同
ポ
ス
タ
ー
を
含

む
複
数
の
作
品
が
雑
誌
『
プ
レ
ス
ア
ル
ト
』
で
紹
介
さ
れ
る
な
ど
し
、
中
山
は
長
崎
に
あ
り
な
が
ら
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン

を
巡
る
全
国
的
な
動
き
と
次
第
に
歩
調
を
合
わ
せ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
こ
う
し
た
活
況
の
さ
な
か
、
昭
和
十
二
年
(
-
九
―
―
一
七
）
のH
中
戦
争
の
開
始
、
翌
年
の
国
家
総
動
貝
法
の
成
立
な

ど
を
背
恨
と
し
て
、
廂
業
美
術
は
急
速
に
戦
時

F

の
デ
ザ
イ
ン
（
広
い
意
味
で
の
戦
争
協
力
を
呼
び
か
け
る
広
告
物
の
制
作
）

-
5
)
 

の
一
炭
を
担
わ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
い
く
。
む
ろ
ん
中
山
も
こ
う
し
た
動
向
と
無
縁
で
は
な
い
。
再
び
万
柚
ポ
ス
タ
ー

(
1
1絵
3
)
を
見
て
み
る
と
、
中
心
に
描
か
れ
た
富
士
が
こ
の
時
代
に
広
く
同
威
発
楊
の
た
め
に
よ
く
用
い
ら
れ
た
イ
メ
ー
ジ
で

も
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
本
作
品
か
ら
大
戦
へ
の
足
音
を
感
じ
取
る
こ
と
は
難
し
く
な
い
。
一
方
で
中
央
に
描
か
れ
た
、

赤
く
染
ま
っ
た
空
に
悠
然
と
羽
を
伸
ば
す
大
き
な
ト
ビ
の
姿
か
ら
は
、
不
思
議
な
伸
び
や
か
さ
や
静
け
さ
も
感
じ
ら
れ
る
。

本
ポ
ス
タ
ー
は
、
混
乱
の
中
に
あ
り
な
が
ら
昭
の
時
代
を
迎
え
て
い
た
、
当
時
の
日
本
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
の
あ
り

方
そ
の
も
の
を
象
徴
す
る
よ
う
な
作
品
と
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

日
々
の
仕
事

中
山
は
日
本
画
を
独
学
し
、
ポ
ス
タ
ー
の
懸
貨
で
入
選
を
重
ね
な
が
ら
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
の
什
事
の
幅
を
広
げ
て

い
っ
た
。
ま
た
、
デ
ザ
イ
ン
の
仕
事
だ
け
に
専
念
し
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
頼
ま
れ
て
絵
を
描
く
こ
と
も
あ
る
し
、
う

ち
わ
の
製
造
・
販
売
と
い
う
家
業
を
営
ん
で
も
い
た
。
こ
う
し
た
経
歴
は
、
現
代
の
我
々
が
持
つ
デ
ザ
イ
ナ
ー
観
か
ら
す
る

と
や
や
異
色
で
あ
る
。
し
か
し
専
門
教
育
を
受
け
た
デ
ザ
イ
ナ
ー
や
職
業
デ
ザ
イ
ナ
ー
ば
か
り
が
一
般
的
で
は
な
か
っ
た
昭

和
の
前
半
に
あ
っ
て
は
、
実
質
的
に
様
々
な
経
歴
や
立
場
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
共
存
し
て
い
た
は
ず
で
あ
り
、
特
に
地
方
で
は

そ
の
顛
向
が
強
か
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
一
例
を
挙
げ
る
と
、
中
山
と
も
親
交
の
あ
っ
た
九
州
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
、
松
本
清
張

が
あ
る
。
現
在
は
小
説
家
と
し
て
知
ら
れ
る
彼
は
も
と
も
と
、
福
岡
の
印
刷
所
や
朝
日
新
聞
の
広
告
部
に
身
を
僧
き
、
ポ
ス

タ
ー
の
懸
貸
応
募
な
ど
を
行
い
な
が
ら
独
学
で
腕
を
磨
い
た
グ
ラ
フ
ィ
ソ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
だ
っ
た
。
中
山
の
経
歴
も
ま
た
、

こ
う
し
た
草
創
期
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
あ
り
方
の
、
数
あ
る
中
の
一
っ
と
言
え
る
は
す
だ
。
彼
は
日
々
ど
の
よ

う
に
考
え
、
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
手
掛
け
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

中
山
は
晩
年
に
「
長
崎
新
聞
文
化
卒
」
を
受
章
し
た
。
受
章
者
を
取
り
上
げ
た
紹
介
記
事
は
、
当
時
彼
の
仕
事
が
い
か
な
る

も
の
と
み
な
さ
れ
て
い
た
か
を
伝
え
て
く
れ
る
。
こ
の
た
め
、
少
し
長
い
が
以
下
引
用
す
る
。

図 14, 杉浦Jls水（東洋 Ili: 0 の地卜鉄道

ll{ifU 2 年 (1927) 愛媛＼＇l 美術館蔵

!：野浅＂：間 1m 辿） 図 13. 松iliJI：水（：越呉IIli ／占｛砂の新柄趾汐lj 会（．．越））

人1[3年 I1914) 愛媛児美術館蔵
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「
長
崎
県
の
美
術
振
興
に
多
年
に
わ
た
り
貢
献
し
た
宜
伝
美
術
家
中
山
文
孝
氏
（
七
十
二
）

長
崎
市
袋
町
の
生
ま
れ
。
幼
少
の
こ
ろ
か
ら
絵
が
得
意
で
、
独
学
で
画
家
と
し
て
の
技
能
を
修
め
ら
れ
ま
し
た
。
昭
和
八

年
当
時
四
十
五
オ
の
と
き
か
ら
ポ
ス
タ
ー
の
懸
賞
応
募
を
始
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
今
ま
で
に
五
十
数
回
に
わ
た
り
受
賞
し
て

お
ら
れ
ま
す
。
氏
に
と
つ
て
数
多
い
受
賞
の
中
で
も
今
だ
に
忘
れ
ら
れ
な
い
こ
と
は
、
昭
和
十
二
年
政
府
が
紀
元
二
千
六
百
年

の
記
念
行
事
と
し
て
全
国
か
ら
募
っ
た
日
本
万
国
博
覧
会
ポ
ス
タ
ー
に
応
募
、
見
事
に
一
等
と
三
等
に
当
選
し
た
こ
と
で
す
。

氏
も
原
爆
被
災
者
の
一
人
で
す
が
、
戦
後
、
長
崎
市
観
光
課
の
嘱
託
と
し
て
画
箪
を
ふ
る
わ
れ
、
市
の
観
光
産
業
の
発
展

に
つ
く
さ
れ
た
許
り
か
原
爆
都
市
復
興
委
員
、
民
生
委
員
、
原
爆
資
料
保
存
委
員
及
び
家
事
調
停
委
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
ま

し
た

c

昭
和
―
―
十
四
年
天
皇
行
幸
の
さ
い
は
県
の
委
嘱
で
天
皇
に
供
す
る
絵
巻
物
を
作
成
、
さ
ら
に
昭
和
二
十
六
年
に
は
日

本
宣
伝
美
術
協
会
（
マ
マ
）
創
立
に
奔
走
し
中
央
委
員
と
な
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
昭
和
三
十
四
年
四
月
か
ら
一
年
間
、
佐
賀
大

学
で
宣
伝
美
術
講
師
と
し
て
教
鞭
を
と
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

昭
和
五
年
か
ら
ヶ
諏
訪
神
事
伝
の
奉
納
カ
サ
ボ
コ
七
十
七
台
の
記
録
写
生
と
取
り
組
ま
れ
、
最
近
ほ
ぼ
完
了
、
そ
の
仕
上
げ

に
余
生
を
捧
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
」

懸
賞
ポ
ス
タ
ー
で
の
多
数
の
受
賞
歴
に
加
え
、
市
の
観
光
課
の
嘱
託
業
務
、
天
皇
行
幸
の
際
の
絵
巻
作
成
、
大
学
で
の
宜

伝
美
術
講
師
な
ど
、
様
々
な
仕
事
が
語
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
中
で
「
日
本
宜
伝
美
術
会
」
（
以
下
、
日
宜
美
）
の
設
立
に
奔
走
、

と
い
う
点
は
、
中
山
の
考
え
方
と
仕
事
を
深
く
理
解
す
る
上
で
欠
か
せ
な
い
た
め
、
こ
こ
で
少
し
立
ち
止
ま
っ
て
触
れ
て
お

き
た
い
。
日
宜
美
は
昭
和
―
―
十
六
年
(
-
九
五
一
）
に
設
立
さ
れ
た
、
全
国
的
な
規
模
を
持
つ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
の

団
体
で
あ
る
。
山
名
文
夫
、
原
弘
、
河
野
鷹
思
、
亀
倉
雄
策
と
い
っ
た
、
戦
前
か
ら
第
一
線
に
あ
っ
た
デ
ザ
イ
ナ
ー
達
が
創

立
会
員
と
な
っ
た
。
当
初
は
創
立
会
員
の
展
覚
会
を
全
国
で
開
催
し
た
が
、
そ
の
後
公
募
展
と
な
り
若
手
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
登

竜
門
と
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
中
山
も
ま
た
こ
の
団
体
の
創
立
会
員
と
な
り
、
の
み
な
ら
ず
九
州
地
区
の
多
く
の
デ

ザ
イ
ナ
ー
達
を
日
宣
美
に
参
加
さ
せ
る
こ
と
に
も
貢
献
し
た
よ
う
で
あ
る
。
戦
前
か
ら
中
山
と
付
き
合
い
の
あ
っ
た
山
名
文

夫
は
、
日
直
美
の
設
立
に
向
け
た
動
き
を
後
年
振
り
返
り
、
以
下
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

「
九
州
地
区
は
、
長
老
格
の
中
山
文
孝
が
い
て
、
皆
こ
の
人
に
心
服
し
て
い
た
か
ら
、
こ
と
が
早
く
運
ん
だ
。
（
中
略
）
長
崎

の
中
山
文
孝
は
、
九
州
の
中
山
文
孝
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
知
ら
さ
れ
た
。
こ
の
人
の
世
話
に
な
ら
な
い
デ
ザ
イ
ナ
ー
は
九

州
に
い
な
い
と
い
っ
て
も
よ
く
、
ち
ょ
っ
と
ほ
か
の
地
方
で
は
見
当
た
ら
ぬ
親
分
的
、
む
し
ろ
五
棟
梁
砧
叩
存
在
と
い
う
の
が

中
山
さ
ん
で
あ
っ
た
。
集
会
の
席
で
中
山
さ
ん
は
『
東
京
を
中
心
に
全
国
が
―
つ
に
ま
と
ま
る
必
要
が
あ
る
。
東
京
と
の
交

流
を
お
い
て
地
方
の
発
展
は
な
い
』
と
言
っ
た
。
異
見
は
だ
れ
か
ら
も
出
な
か
っ
た
。
」

中
山
が
持
っ
て
い
た
影
響
力
の
ほ
ど
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
第
一
章
で
少
し
触
れ
た
と
お
り
、
中
山
が
観
光
博
ポ
ス
タ
ー
で

一
等
人
選
し
た
昭
和
九
年
(
-
九
三
四
）
、
有
名
無
実
化
し
て
い
た
「
長
崎
商
業
美
術
協
会
」
が
再
生
さ
れ
、
中
山
は
実
質
的
に

図 16 ト八銀行の仏告物（マソチラヘル、チラシ笠 I 昭和30年頃 (c. 1955) 個人蔵
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こ
の
協
会
を
率
い
る
存
在
と
な
っ
た
。
実
は
、
こ
の
協
会
は
昭
和
十
四
年
に
熊
本
、
福
岡
、
北
九
州
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
団
体
と

(26) 

合
同
し
「
全
九
州
産
業
美
術
連
盟
」
を
組
織
す
る
こ
と
に
な
り
、
連
盟
の
事
務
所
は
再
び
中
山
の
自
宅
に
置
か
れ
た
よ
う
だ
。

中
山
は
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
遅
咲
き
で
は
あ
り
な
が
ら
も
、
懸
賞
で
の
受
賞
歴
や
年
長
者
と
し
て
の
立
場
も

あ
り
、
同
業
者
や
後
進
の
た
め
の
団
体
運
営
に
力
を
入
れ
続
け
た
の
だ
ろ
う
。
地
方
（
長
崎
・
九
州
）
の
デ
ザ
イ
ン
を
全
国
的
な

視
座
で
捉
え
て
い
た
こ
と
も
、
山
名
が
伝
え
る
中
山
の
言
葉
か
ら
分
か
る
。
こ
う
し
た
活
動
は
高
く
評
価
さ
れ
、
昭
和

三
十
一
年
に
は
日
宣
美
九
州
地
区
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
の
主
催
で
「
中
山
文
孝
顕
彰
全
九
州
商
業
美
術
展
」
が
長
崎
市
の
浜
屋
デ

パ
ー
ト
に
お
い
て
開
か
れ
た
。

こ
こ
か
ら
は
、
中
山
が
担
っ
た
デ
ザ
イ
ン
の
仕
事
の
具
体
的
な
内
容
を
見
て
い
き
た
い
。
こ
れ
ま
で
に
実
見
で
き
た
中
山

の
デ
ザ
イ
ン
作
品
の
中
で
重
要
と
思
わ
れ
る
も
の
を
、
試
み
に
以
下
の
五
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
に
分
け
て
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

(27) 

（
ポ
ス
タ
ー
②
企
業
の
広
告
物
、
包
装
紙
③
書
籍
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
④
う
ち
わ
固
マ
ッ
チ
ラ
ベ
ル
で
あ
る
。

田
ポ
ス
タ
ー

長
崎
新
聞
文
化
章
の
紹
介
文
に
お
い
て
、
中
山
が
長
崎
市
観
光
課
の
嘱
託
と
し
て
画
箪
を
ふ
る
っ
た
と
語
ら
れ
た
が
、
こ

の
こ
と
は
主
に
、
彼
が
観
光
ポ
ス
タ
ー
（
岡
1
5
)を
多
く
手
掛
け
た
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
第
一
次
大
戦
後
の
世
界

的
な
旅
行
ブ
ー
ム
を
背
景
と
し
て
、
一
九
―

1
0年
代
以
降
の
H

本
で
は
道
路
等
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
ホ
テ
ル
の
建
設
、
国
立

公
園
の
指
定
な
ど
観
光
産
業
を
推
進
す
る
事
業
が
積
極
的
に
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
。
観
光
地
の
魅
力
を
伝
え
る
い
わ
ゆ
る
観

光
ポ
ス
タ
ー
は
日
本
人
の
み
な
ら
ず
外
国
人
観
光
客
を
も
意
識
し
た
重
要
な
広
報
媒
体
と
し
て
定
着
し
、
中
山
を
含
む
各
地

の
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
活
躍
の
場
で
も
あ
っ
た
。
戦
前
戦
後
を
通
じ
て
中
山
は
、
長
崎
の
風
物
詩
や
季
節
の
催
事
を
描
い
た
ポ
ス

(28) 

タ
ー
を
数
多
く
制
作
し
た
。

中
で
も
長
崎
く
ん
ち
の
ポ
ス
タ
ー
に
は
、
中
山
の
作
品
の
白
眉
と
も
言
え
る
も
の
が
含
ま
れ
る
よ
う
に
思
う
。
例
と
し
て

二
点
の
ポ
ス
タ
ー
を
見
て
み
よ
う
。
口
絵

5

で
は
、
く
ん
ち
の
装
束
を
身
に
着
け
た
子
供
が
う
つ
む
い
て
口
を
結
ん
だ
姿
で

中
央
に
大
き
く
描
か
れ
、
奥
に
は
旗
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
子
供
の
抱
く
幼
い
な
が
ら
の
緊
張
感
が
画
面
い
つ
ば
い
に
漂

う
よ
う
で
あ
り
、
神
事
と
し
て
の
く
ん
ち
の
厳
か
な
空
気
を
伝
え
る
ポ
ス
タ
ー
だ
。
同
様
に
口
絵

6

で
は
、
す
っ
と
の
ば
し

た
背
筋
を
こ
ち
ら
に
向
け
た
踊
り
手
の
後
ろ
姿
か
ら
、
神
前
に
奉
納
さ
れ
る
踊
り
の
華
や
か
さ
や
清
々
し
さ
が
立
ち
現
れ
て

く
る
よ
う
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
画
面
に
収
ま
り
切
れ
な
い
ほ
ど
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
レ
イ
ア
ウ
ト
さ
れ
た
絵
に
多
く
を
語
ら

せ
な
が
ら
、
対
し
て
文
字
情
報
は
簡
潔
で
、
字
体
も
統
一
的
で
あ
る
。
絵
、
文
字
、
余
白
と
も
に
平
た
ん
な
色
面
を
基
本
と

し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
バ
ラ
ン
ス
は
、
前
章
で
見
た
よ
う
な
、
ポ
ス
タ
ー
が
「
印
刷
さ
れ
た
絵
画
」
か
ら
「
デ
ザ

イ
ン
」
へ
と
向
か
う
転
換
期
を
体
験
し
た
作
家
な
ら
で
は
の
表
現
力
と
も
言
え
る
よ
う
に
思
う
。
た
だ
し
、
（
単
純
化
し
た
言

い
回
し
に
な
っ
て
し
ま
う
が
）
中
山
の
場
合
は
、
絵
画
か
ら
デ
ザ
イ
ン
ヘ
と
移
行
し
て
な
お
「
絵
画
」
と
し
て
の
力
が
失
わ
れ

て
い
な
い
。
中
山
の
観
光
ポ
ス
タ
ー
が
持
っ
て
い
る
、
一
度
見
た
ら
忘
れ
が
た
い
情
報
発
信
力
を
支
え
て
い
る
の
は
、
的
確

な
雄
弁
さ
で
物
語
る
「
絵
」
の
存
在
で
あ
ろ
う
と
籠
者
に
は
感
じ
ら
れ
る
。

•一

十八銀行

一

+ ＾畠霞行
図 17 ト八銀行の広告物（カレンダー） 昭和30年代前半頃 (c. 1955-1960) 個人蔵
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|1|19．中山文孝哺j検番温背会番組，（プログラム）大祇およひ見株l き頁

昭和 12年頃 (c. 19:37) アドミュージアム東点祓
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②
企
業
の
広
告
物
、
包
装
紙

中
山
は
、
自
身
が
経
営
す
る
美
六
堂
以
外
の
長
崎
の
企
業
の
広
告
物
や
包
装
紙
の
類
も
手
掛
け
て
い
た
。
一
例
と
し
て
、

十
八
銀
行
の
た
め
の
デ
ザ
イ
ン
（
図
1
6
.
1
7
)を見
て
み
よ
う
。
中
山
は
昭
和
三
十
年
(
-
九
五
五
）
七
月
よ
り
一
年
間
、
十
八
銀

行
の
広
告
デ
ザ
イ
ン
全
般
に
つ
い
て
の
委
嘱
を
受
け
て
い
た
。
ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ
シ
、
マ
ッ
チ
・
レ
ッ
テ
ル
（
マ
ッ
チ
ラ
ベ
ル
）
、

カ
レ
ン
ダ
ー
、
新
聞
広
告
そ
の
他
を
、
あ
ら
か
じ
め
お
お
ま
か
な
点
数
を
決
め
て
ま
と
め
て
一
年
間
担
当
す
る
仕
事
で
、
一

年
で
六
万
円
の
報
酬
を
得
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
仕
事
に
必
要
な
「
連
絡
」
の
た
め
、
中
山
は
一
週
間
に
一
回
程
度
銀
行
に
出

｛
四
―

向
く
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
幅
広
い
広
告
物
の
企
画
と
デ
ザ
イ
ン
に
携
わ
っ
て
お
り
、
今
で
言
う
企
業
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

に
も
似
た
仕
事
を
任
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
同
じ
く
地
域
の
企
業
の
た
め
の
デ
ザ
イ
ン
の
例
で
、
カ
ス
テ
ラ
で
有
名
な

輻
砂
屋
の
包
装
紙
（
口
絵
4
)

が
挙
げ
ら
れ
る
。
同
社
で
現
在
も
用
い
ら
れ
る
こ
の
包
装
紙
は
、
中
山
の
仕
事
と
し
て
現
在
最
も

よ
く
認
知
さ
れ
て
い
る
例
と
言
え
そ
う
だ
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
由
来
の
カ
ス
テ
ラ
に
ち
な
み
、
ラ
ン
プ
、
テ
ー
ブ
ル
、
鉢
植
え
の

多
肉
植
物
、
洋
館
な
ど
の
洋
の
文
化
を
思
わ
せ
る
モ
チ
ー
フ
や
、
茶
道
具
、
ポ
ッ
ト
、
食
器
棚
、
皿
に
盛
ら
れ
た
カ
ス
テ
ラ

な
ど
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
黄
と
茶
の
鮮
や
か
な
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
描
か
れ
た
モ
チ
ー
フ
を
く
つ
き
り
と
引
き
立
て
、
か
つ

カ
ス
テ
ラ
の
焼
き
色
を
思
わ
せ
る
、
親
し
み
を
呼
ぶ
デ
ザ
イ
ン
の
包
装
紙
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

①
書
籍
、
バ
ン
フ
レ
ッ
ト
等

長
崎
史
談
会
の
機
関
誌
『
長
崎
談
叢
』
数
号
分
の
表
紙
デ
ザ
イ
ン
や
、
渡
辺
庫
輔
著
『
長
崎
ハ
タ
考
』
の
口
絵(
I
X
l
1
8
)

と
い
っ
た
、

書
籍
や
雑
誌
関
係
の
仕
事
が
確
認
さ
れ
る
。
ま
た
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
し
お
り
な
ど
の
小
さ
な
印
刷
物
の
デ

ザ
イ
ン
が
あ
る
。
『
町
検
番
温
習
会
番
組
』
（
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
（

I
A
l
1
9
)

は
石
版
に
よ
る
鮮
や
か
な
印
刷
物
で
あ
る
。
見
開
き
頁
で
は
、

赤
、
黄
、
水
色
の
限
ら
れ
た
色
彩
で
、
舞
踊
の
演
目
に
関
係
す
る
モ
チ
ー
フ
を
大
胆
に
図
案
化
し
た
背
景
が
目
を
引
く
。
昭

和
十
二
年
(
-
九
三
七
）
に
『
プ
レ
ス
ア
ル
ト
』
第
五
集
に
実
物
見
本
の
一
っ
と
し
て
収
録
さ
れ
、
同
時
代
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
や
印

刷
業
者
の
目
に
広
く
触
れ
た
作
例
で
、
戦
前
の
中
山
の
み
ず
み
ず
し
い
仕
事
を
伝
え
て
く
れ
る
。

④
う
ち
わ

さ
ら
に
、
扇
子
・
う
ち
わ
の
製
造
販
売
を
行
う
実
家
の
「
中
山
美
六
堂
」
で
の
仕
事
が
挙
げ
ら
れ
る
。
う
ち
わ
は
夏
の
必
需

品
で
あ
る
が
、
か
つ
て
は
店
舗
名
を
入
れ
て
ノ
ベ
ル
テ
ィ
と
し
て
配
る
た
め
の
「
配
り
う
ち
わ
」
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
中
山

美
六
堂
製
の
も
の
と
し
て
、
菓
子
店
の
「
京
屋
」
の
配
り
う
ち
わ
で
、
銀
色
の
背
景
に
長
崎
更
紗
風
の
文
様
を
配
し
た
、
お
そ

ら
く
中
山
の
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
美
し
い
も
の
が
残
っ
て
い
る
（
凶

2
0
)。
よ
り
高
級
な
部
類
の
う
ち
わ
も
あ
っ
た
よ
う
で
、
昭
和

八
年
(
-
九
三
三
）
の
新
聞
に
、
中
山
美
六
棠
が
新
し
く
製
造
販
売
す
る
「
雲
仙
四
季
絵
う
ち
わ
」
を
紹
介
す
る
記
事
が
あ
る

（
図
2
1
)。
京
都
の
水
彩
画
家
に
絵
を
依
頼
し
木
版
で
印
刷
、
最
上
級
の
加
工
を
施
し
箱
入
り
で
販
売
し
た
そ
う
で
、
「
お
座
敷
用

｛
芭

に
は
も
と
よ
り
地
方
送
り
の
贈
答
用
ま
た
は
土
産
品
と
し
て
最
適
」
と
の
紹
介
で
あ
る
。
中
山
は
う
ち
わ
の
絵
を
自
分
で
描

く
だ
け
で
な
く
、
他
の
画
家
に
絵
を
依
頼
し
、
材
料
や
印
刷
方
法
な
ど
を
選
ん
で
製
品
に
仕
立
て
上
げ
る
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

I叉122. 中 111 必六韮： マソチラベルのデザインサンプル 昭和 10-40年代 (c. 1935-65) 個人蔵
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以
卜
の
よ
う
な
仕
事
の
傍
ら
、
中
山
に
は
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
長
崎
く
ん

ち
の
傘
鉾
の
写
生
で
あ
り
、
四
卜
代
を
迎
え
る
頃
か
ら
約
四
十
年
に
も
わ
た
り
続
い
た
。
七
十
以
上
あ
る
踊
町
の
傘
鉾
一
っ

―
つ
を
写
牛
し
た
、
中

1
1
1の
ス
ケ
ッ
チ
脹
が
残
っ
て
い
る
。
以
下
は
彼
の
言
薬
で
あ
る
。

し
ま
う
、

「
こ
の
よ
う
な
牡
色
あ
る
祭
礼
の
更
に
特
色
あ
る
派
し
物
、
奉
納
踊
と
そ
の
先
頭
を
切
る
梵
鉾
に
つ
い
て
、
私
は
も
う

―
ー
~
ト
数
年
前
か
ら
、
自
分
が
っ
た
な
い
絵
節
を
執
る
も
の
と
し
て
、
何
と
か
し
て
後
川
に
記
録
し
て
お
か
ね
ば
と
の
念
顧
を

も
っ
て
い
た
が
、
実
際
に
笠
針
写
生
に
沿
手
し
た
の
は
昭
和
三
年
で
、
ス
ケ
ッ
チ
帖
に
ポ
ッ
ポ
ツ
月
念
に
記
入
し
て
行
っ
た
。

そ
れ
に
は
こ
れ
は
文
化
財
で
あ
る
か
ら
主
観
を
入
れ
な
い
で
客
観
的
正
確
に
記
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
し
か
も
対
象
の
梵

鉾
が
制
止
し
た
ひ
ま
を
捉
え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
想
像
外
の
困
難
に
逢
着
し
た
。
節
を
摘
げ
よ
う
と
思
っ
た
事
も
再
三
だ
っ

た
が
、
一
度
志
を
立
て
た
こ
と
な
の
で
貰
こ
う
、
こ
れ
で
へ
こ
亜
れ
て
は
、
自
分
の
人
牛
そ
の
も
の
に
も
自
信
を
失
く
し
て

そ
う
杉
え
血
し
て
歩
み
を
つ
づ
け
一
応
完
了
し
た
」

写
生
に
は
、
傘
鉾
の
姿
を
「
後
川
に
記
録
す
る
」
と
い
う
目
的
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
く
ん
ち
の
間
、
動
い
て
い
る
笠

鉾
が
止
ま
る
知
い
此
間
を
と
ら
え
て
ス
ケ
ッ
チ
帳
に
描
く
。
一
度
描
き
逃
す
と
七
年
後
（
踊
町
が
次
の
渭
番
と
な
る
年
）
ま
で

同
じ
傘
鉾
は
見
ら
れ
な
い
。
相
当
の
集
中
力
を
要
す
る
ャ
→
生
活
動
だ
っ
た
だ
ろ
う
と
想
像
さ
れ
る
が
、
こ
の
写
生
の
た
め
に

常
に
粕
神
が
緊
張
し
、
ひ
い
て
は
肉
体
の
健
康
が
保
た
れ
た
と
も
述
べ
て
い
る
。

前
草
で
見
た
長
崎
新
閲
文
化
染
の
記
事
に
も
あ
っ
た
が
、
中
山
は
こ
の
傘
鉾
の
記
録
伊
ズ
生
を
晩
年
ま
で
に
一
通
り
終
え
て

四
．
結
び
に
ー
長
崎
を
描
く

①
マ
ッ
チ
ラ
ベ
ル

マ
ソ
チ
は
か
つ
て
ポ
ス
タ
ー
に
並
ぶ
重
要
性
を
持
っ
て
お
り
、
街
頭
に
貼
ら
れ
る
ポ
ス
タ
ー
に
対
し
て
、
手
の
ひ
ら
の
サ

イ
ス
に
持
ち
運
び
可
能
な
情
報
を
集
約
し
た
重
要
な
宜
伝
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
機
能
し
た
。
図

2
2は
中
山
か
中
山
美
六
立
に
お

い
て
マ
ッ
チ
ラ
ベ
ル
の
受
注
に
用
い
た
、
テ
ザ
イ
ン
の
サ
ン
プ
ル
と
考
え
ら
れ
る
。
四
種
類
の
図
案
は
い
ず
れ
も
枷
の
花
を

モ
チ
ー
フ
に
し
た
も
の
で
、
「
花
」
「
う
め
」
な
ど
の
文
字
が
沿
え
ら
れ
て
い
る
。
実
際
に
印
刷
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
肥
塚
商

店
の
日
本
酒
「
千
代
鶴
」
「
都
菊
」
、
科
亭
「
富
貰
楼
」
、
食
堂
「
千
可
良
」
な
ど
の
マ
ソ
チ
ラ
ベ
ル
が
残
っ
て
い
る
。
中
山
の
グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
の
活
動
に
は
、
観
光
ポ
ス
タ
ー
や
企
業
広
街
の
よ
う
な
個
人
名
で
の
活
動
だ
け
で
な
く
、

矢
六
微
に
お
け
る
こ
う
し
た
デ
ザ
イ
ン
物
の
制
作
も
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
だ
ろ
う
。

の
よ
う
な
仕
事
も
手
掛
け
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
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い
る
。
さ
ら
に
、
写
生
を
も
と
に
し
て
傘
鉾
図
を
仕
上
げ
る
こ
と
も
始
め
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
存
命
中
に
す
べ
て
終
え

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
う
し
た
傘
鉾
図
の
う
ち
二
点
証

2
3
.
2
4
)
を
こ
こ
で
見
て
み
た
い
。
白
い
画
面
の

中
央
に
、
ダ
シ
と
呼
ば
れ
る
傘
鉾
上
部
の
装
飾
が
描
か
れ
る
。
一
見
す
る
と
こ
れ
ら
の
図
は
、
絵
画
と
呼
ぶ
に
は
陰
影
や
立

｛
立
｝

体
感
に
乏
し
い
描
写
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
そ
れ
は
、
傘
鉾
を
絵
画
で
は
な
く
「
図
案
」
つ
ま
り

デ
ザ
イ
ン
画
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
中
山
が
描
い
た
た
め
で
あ
り
、
見
る
私
た
ち
は
傘
鉾
を
図
案
と
し
て
見
る
機
会
を
与
え

ら
れ
る
と
も
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
写
真
と
も
絵
画
と
も
、
実
物
を
目
で
見
る
の
と
も
異
な
り
、
傘
鉾
の
ダ
シ
の
形
、
色
、

プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
概
要
を
、
あ
る
程
度
客
観
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
後
世
に
お
い
て
傘
鉾
を
作
り
直
す
と

き
や
、
新
た
な
傘
鉾
を
考
案
す
る
な
ど
の
際
、
こ
う
し
た
傘
鉾
図
は
参
考
資
料
の
一
っ
と
も
な
り
得
る
だ
ろ
う
。

傘
鉾
図
と
同
様
に
中
山
が
取
り
組
ん
だ
も
の
に
、
ハ
タ
図
も
あ
る
。
ハ
タ
と
は
長
崎
で
は
凧
の
意
味
で
、
毎
年
春
に
催
さ

れ
る
ハ
タ
揚
げ
は
長
崎
市
の
人
々
に
と
っ
て
特
別
な
行
事
で
あ
る
。
中
山
の
『
長
崎
は
た
図
録
』
（
凶2
5
.
2
6
)
は
、
長
崎
の
昔
な

が
ら
の
ハ
タ
の
図
案
の
う
ち
一
四
三
種
を
、
一
枚
の
紙
に
一
点
ず
つ
手
描
き
で
写
し
た
「
図
録
」
で
あ
る
。
同
様
の
手
描
き
の

セ
ッ
ト
が
こ
の
他
に
一
一
点
確
認
さ
れ
て
お
り
、
こ
ち
ら
も
傘
鉾
図
と
比
し
得
る
労
作
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
仕
事
を
み
て
い
る
と
、
中
山
の
核
に
あ
る
「
画
家
」
と
し
て
の
姿
が
垣
間
見
え
る
よ
う
に
思
う
。
そ
れ
は
粉

本
（
手
本
）
を
重
視
す
る
考
え
方
で
あ
り
、
古
い
絵
画
を
模
写
し
た
り
、
模
写
し
た
も
の
を
手
元
に
置
い
て
制
作
の
参
考
に
す

る
よ
う
な
、
日
本
の
絵
画
の
世
界
に
伝
統
的
な
創
作
姿
勢
で
あ
る
。
後
世
に
記
録
す
る
、
と
の
中
山
の
言
葉
を
思
い
起
こ
す

な
ら
ば
、
傘
鉾
や
ハ
タ
の
写
生
は
、
中
山
自
身
の
た
め
だ
け
で
な
く
、
次
世
代
の
我
々
の
た
め
に
も
役
立
て
ら
れ
る
べ
き
記

録
と
し
て
描
か
れ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

本
稿
で
見
て
き
た
中
山
の
デ
ザ
イ
ン
を
今
一
度
振
り
返
る
と
、
「
長
崎
を
描
く
」
こ
と
は
、
彼
の
多
く
の
仕
事
の
中
に
共
通

し
て
流
れ
て
い
る
思
想
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
長
崎
港
や
外
国
船
、
中
国
寺
や
天
主
堂
と
い
っ
た
長
崎
な
ら
で
は
の
モ

チ
ー
フ
を
ふ
ん
だ
ん
に
盛
り
込
ん
だ
観
光
博
ポ
ス
タ
ー
お
よ
び
《
長
崎
港
の
図
》
に
始
ま
る
中
山
の
業
績
は
、
幻
の
万
博
ポ
ス

タ
ー
や
日
宣
美
で
の
活
動
な
ど
に
よ
っ
て
広
く
国
内
の
デ
ザ
イ
ン
の
動
き
と
呼
応
し
な
が
ら
も
、
外
国
風
の
建
物
、
港
、
カ

ス
テ
ラ
、
く
ん
ち
、
ハ
タ
と
い
っ
た
長
崎
の
題
材
を
繰
り
返
し
描
い
て
そ
の
真
髄
に
迫
り
、
デ
ザ
イ
ン
に
生
か
し
続
け
る
こ

と
だ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
中
に
は
輻
砂
屋
の
包
装
紙
の
よ
う
に
、
時
と
と
も
に
人
々
の
思
い
描
く
「
長
崎
ら
し
さ
」
の
重

要
な
構
成
要
素
と
な
り
得
た
デ
ザ
イ
ン
も
あ
る
。
こ
の
他
に
も
、
長
崎
の
街
で
今
も
昔
も
潜
在
的
に
親
し
ま
れ
て
い
る
何
も

の
か
の
デ
ザ
イ
ン
が
実
は
中
山
の
作
で
あ
る
、
と
い
う
よ
う
な
事
実
が
、
今
後
判
明
す
る
可
能
性
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。

中
山
の
生
涯
は
、
「
長
崎
を
描
く
」
と
い
う
こ
と
に
お
い
て
貰
か
れ
な
が
ら
、
ひ
い
て
は
「
長
崎
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
」
と
い
う
地

道
で
大
き
な
仕
事
に
さ
さ
げ
ら
れ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
彼
の
仕
事
に
し
か
る
べ
き
光
と
人
々
の
関
心
が
向
け

ら
れ
る
こ
と
を
願
い
な
が
ら
、
今
後
本
格
的
な
調
査
研
究
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

図25. 中山文孝「長椅はた図録」
長崎児芙術館蔵

図26. 「長蛤はた図鎌」展示風数
平成30年 (2018) 長綺臥美術館
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1
1
)松
田
家
の
方
々
に
伺
っ
た
お
話
に
よ
る
。

(
1
)長
崎
県
美
術
館
が
現
在
所
蔵
す
る
中
山
の
作
品
は
、
《
長
崎
港
の
図
》
昭
和
九
年
(
-
九
三
四
）
（
口
絵1
)、
お
よ
び
『
長
崎
は
た
図
録
』
（
図
2
5
.
2
6
)
の
二
点
で
あ

る
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
新
た
に
収
蔵
さ
れ
た
。

(
2
)全
部
で
一
八
一
点
の
応
募
作
が
あ
り
、
長
崎
で
の
審
査
で
二
十
八
点
に
絞
っ
た
の
ち
、
そ
れ
ら
が
東
京
に
送
ら
れ
た
と
い
う
。
東
京
で
の
審
査
は
、
日
本

商
業
美
術
協
会
の
濱
田
増
治
と
古
田
龍
次
が
担
当
し
た
。
（
『
長
崎
日
日
新
聞
』
昭
和
八
年
六
月
十
六
日
、
お
よ
び
「
長
崎
新
聞
』
昭
和
八
年
六
月
十
六
日
）

(
3
)『
国
際
産
業
観
光
博
覧
会
時
報
」
第
一
号
、
長
崎
商
工
会
議
所
、
昭
和
八
年
十
月
。
お
よ
び
国
際
産
業
観
光
博
覧
会
協
賛
会
編
『
国
際
産
業
観
光
博
覧
会
協

賛
会
誌
長
崎
市
主
催
』
国
際
産
業
観
光
博
覧
会
協
賛
会
、
昭
和
十
年
。

(
4
)『
毎
日
新
聞
」
西
部
地
方
版
、
昭
和
八
年
六
月
十
六
日
。
同
様
に
、
入
選
を
受
け
て
ノ
ブ
夫
人
が
語
っ
た
言
葉
は
、
入
選
の
喜
び
を
い
っ
そ
う
生
き
生
き
と

伝
え
る
と
と
も
に
、
ポ
ス
タ
ー
に
描
か
れ
た
モ
チ
ー
フ
に
つ
い
て
、
中
山
の
説
明
を
補
足
し
て
く
れ
る
。
「
妾
（
私
）
の
口
か
ら
申
す
の
は
な
ん
だ
か
変
で
す

が
、
今
度
の
作
品
に
は
主
人
も
相
当
自
信
を
持
つ
て
ゐ
ま
し
た
の
で
、
発
表
の
日
を
辿
も
待
ち
切
れ
ぬ
や
う
に
し
て
居
り
ま
し
た
、
絵
模
様
は
雲
仙
の
霧
氷
、

紅
葉
、
つ
、
じ
の
外
に
千
々
石
灘
の
海
の
景
色
を
取
り
入
れ
更
に
長
崎
の
名
所
と
し
て
金
刀
比
羅
山
、
彦
山
、
中
川
の
桜
、
諏
訪
公
園
、
眼
鏡
橋
、
出
島

の
和
蘭
屋
敷
、
新
地
街
、
崇
福
寺
、
大
浦
天
主
堂
、
和
閾
船
と
唐
人
船
、
田
上
の
竹
藪
寺
、
悉
く
を
盛
澤
山
に
描
い
た
も
の
で
す
、
題
し
て
『
長
崎
名
所

と
雲
仙
』
と
言
ひ
ま
す
が
（
中
略
）
今
度
の
作
品
は
、
日
本
の
ポ
ス
タ
ー
界
で
は
、
恐
ら
く
型
破
り
の
も
の
だ
ら
う
と
の
こ
と
で
主
人
も
大
変
満
足
し
て
ゐ

ま
す
」
（
『
長
崎
日
日
新
聞
』
昭
和
八
年
六
月
十
六
日
。
括
弧
内
は
箪
者
に
よ
る
補
足
。
）

(
5
)長
崎
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
新
長
崎
市
史
』
第
三
巻
近
代
絹
、
長
崎
市
、
平
成
二
十
六
年
、
七
0
1
―
頁
。

(
6
)
『
長
崎
日
日
新
聞
j
昭
和
八
年
六
月
二
十
日
、
お
よ
び
『
長
崎
新
聞
』
昭
和
八
年
六
月
二
十
日
。
い
ず
れ
の
紙
面
に
お
い
て
も
、
掲
載
さ
れ
た
原
画
の
左
上
辺

り
に
、
ポ
ス
タ
ー
に
は
無
い
黒
い
円
が
写
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
何
な
の
か
（
も
と
か
ら
描
か
れ
た
も
の
な
の
か
、
印
刷
の
工
程
で
生
じ
た
も
の
な
の
か
）

現
時
点
で
は
判
断
で
き
な
い
。
こ
の
部
分
以
外
は
、
ポ
ス
タ
ー
は
基
本
的
に
原
画
通
り
に
印
刷
さ
れ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

(
7
)長
崎
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
、
前
掲
書
、
同
頁
。

(
8
)ち
な
み
に
同
様
の
図
案
を
用
い
た
、
年
賀
ハ
ガ
キ
で
は
な
い
通
常
の
ハ
ガ
キ
も
存
在
す
る
。

(
9
)模
写
し
た
絵
巻
は
、
《
唐
船
之
図
》
十
八
世
紀
（
現
在
は
松
浦
史
料
博
物
館
蔵
、
長
崎
県
指
定
有
形
文
化
財
）
で
あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
船
を
含
む
外
国
船
が
色
鮮

や
か
に
描
か
れ
た
本
絵
巻
は
、
船
の
設
計
図
的
な
要
素
を
含
む
研
究
材
料
と
し
て
描
か
れ
た
と
さ
れ
る
。
中
山
の
模
写
は
十
二
枚
か
ら
成
り
、
各
部
位
の

寸
法
や
素
材
等
に
関
す
る
但
し
書
き
の
文
字
に
い
た
る
ま
で
克
明
に
写
し
取
り
、
模
写
の
日
付
を
記
し
て
い
る
。

(
1
0
)この
他
に
も
、
ポ
ス
タ
ー
よ
り
も
絵
画
の
画
面
の
方
が
縦
長
で
あ
る
こ
と
や
、
崇
福
寺
の
足
元
に
あ
っ
た
新
地
蔵
所
が
や
や
石
下
に
移
さ
れ
、
そ
の
近
く

に
唐
人
屋
敷
の
描
写
が
追
加
さ
れ
て
い
る
な
ど
の
違
い
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
相
違
点
は
絵
画
の
前
の
年
賀
状
の
段
階
で
表
れ
て
い
る
。

(
1
2
)中山
文
孝
の
日
記
帳
（
遺
族
所
蔵
）
よ
り
。
（
書
き
起
こ
し
は
中
山
文
夫
氏
に
よ
る
。
括
弧
内
は
築
者
に
よ
る
補
足
。
）

(
1
3
)この
中
で
、
小
林
観
爾
に
つ
い
て
は
、
写
生
を
共
に
す
る
な
ど
友
好
的
な
関
係
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
、
日
記
帳
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

、
王1111n 
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(
1
4
)日本
画
に
関
し
て
、
中
山
が
完
全
な
独
学
で
あ
っ
た
か
否
か
は
定
か
で
な
い
が
、
少
な
く
と
も
本
人
は
そ
の
よ
う
に
語
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
以
下
は
そ
う

し
た
証
言
の
―
つ
で
、
親
し
か
っ
た
島
内
八
郎
（
歌
人
、
長
崎
市
立
博
物
館
学
芸
員
）
の
言
で
あ
る
。
「
（
中
山
文
孝
氏
は
）
五
島
中
学
卒
業
後
長
崎
に
帰
り
、

四
十
歳
頃
は
す
で
に
ポ
ス
タ
ー
画
家
と
し
て
名
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
そ
の
間
、
正
規
の
美
術
関
係
学
歴
と
て
な
く
、
ど
う
し
て
絵
を
勉
強
さ
れ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
長
い
間
の
交
友
の
お
り
お
り
耳
に
し
た
こ
と
を
つ
な
い
で
み
る
と
、
永
見
徳
太
郎
、
林
源
吉
、
小
林
観
爾
ら
地
元
の
絵
画
愛
好
家
や
、
中
央

か
ら
来
崎
の
福
田
平
八
郎
そ
の
他
の
画
家
と
接
触
し
て
い
る
う
ち
に
、
自
然
と
描
法
を
会
得
、
一
般
の
素
材
と
取
り
組
ん
で
い
る
う
ち
、
中
年
か
ら
宜
伝

美
術
一
本
に
歩
み
を
絞
っ
た
ら
し
い
。
」
（
島
内
八
郎
「
中
山
文
孝
氏
を
憶
う
」
『
長
崎
新
聞
」
昭
和
四
十
四
年
四
月
二
十
九
日
。
括
弧
内
は
鏑
者
に
よ
る
補
足
。
）

ま
た
、
迎
族
の
も
と
に
は
中
山
の
写
生
や
粉
本
、
ス
ケ
ッ
チ
の
類
が
非
常
に
数
多
く
残
さ
れ
て
お
り
、
日
本
画
と
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
の
日
常
的
な
研
鐙

の
跡
が
窺
え
る
。
こ
う
し
た
側
面
に
つ
い
て
は
本
稿
の
範
囲
に
収
ま
ら
な
か
っ
た
が
、
あ
ら
た
め
て
検
証
し
た
い
。

(
1
5
)中山
自
身
、
こ
の
会
を
通
し
て
林
源
吉
と
出
会
っ
た
こ
と
な
ど
を
後
に
印
象
深
く
語
っ
て
い
る
。
（
中
山
文
孝
「
亡
く
な
ら
れ
た
林
さ
ん
を
憶
う
」
『
長
崎
談

叢
』
四
十
一
号
、
長
崎
史
談
会
、
昭
和
三
十
八
年
）

(
1
6
)
長
崎
市
役
所
編
「
長
崎
市
制
五
十
年
史
」
長
崎
市
役
所
、
昭
和
十
四
年
。
同
じ
く
長
崎
市
役
所
に
よ
り
戦
後
に
発
行
さ
れ
た
「
長
崎
市
制
六
十
五
年
史
前
編
」

長
崎
市
役
所
、
昭
和
三
十
一
年
に
お
い
て
も
、
同
様
に
、
図
案
精
美
会
、
観
光
博
、
商
業
美
術
協
会
と
そ
の
改
組
、
さ
ら
に
長
崎
図
案
家
協
会
へ
と
至
る

文
脈
の
中
で
中
山
の
名
が
登
場
し
て
い
る
。

(
1
7
)上位
六
点
の
う
ち
四
点
が
長
崎
市
出
身
者
の
応
募
作
で
あ
り
、
う
ち
わ
け
は
以
下
の
通
り
で
あ
っ
た
。
一
等
」
中
山
文
孝
、
二
等
一
席
：
上
崎
利
一
（
京

都
市
）
、
二
等
二
席
;
1口
川
莞
爾
（
長
崎
市
）
、
三
等
一
席i
中
山
文
孝
、
三
等
二
席
は
出
河
健
三
（
長
崎
市
）
ニ
―
函
苔
面
匹
山
下
正
君
（
久
留
米
市
）
（
『
萬
博
」

第
十
九
号
、
日
本
万
国
博
覧
会
協
会
、
昭
和
十
二
年
十
二
月
）

(
1
8
)一
等
入
選
作
品
に
つ
い
て
は
、
印
刷
さ
れ
た
ポ
ス
タ
ー
も
、
中
山
が
応
募
に
用
い
た
は
ず
の
ポ
ス
タ
ー
原
画
も
、
い
ず
れ
も
現
存
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

図
1
1と
し
て
挙
げ
た
図
は
中
山
の
遺
族
の
も
と
に
残
る
小
さ
な
サ
イ
ズ
の
下
絵
で
あ
る
。

(
1
9
)一
等
作
品
が
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
は
定
か
で
な
い
が
、
「
東
京
五
輪
と
同
じ
く
神
武
天
皇
の
絵
柄
が
ネ
ッ
ク
と
な
っ
た
」
た
め
で
は
な
い
か
と
推
測
さ

れ
て
い
る
。
同
年
に
計
画
さ
れ
て
い
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ポ
ス
タ
ー
懸
賞
に
お
い
て
は
、
神
武
天
皇
を
図
像
化
す
る
こ
と
が
内
務
省
図
書
検
閲
課
に

よ
り
問
題
視
さ
れ
た
の
だ
と
い
う
。
（
夫
馬
信
一
『
幻
の
東
京
五
輪
・
万
博
一
九
四0
」
原
書
房
、
平
成
二
十
八
年
、
一
七
八
頁
お
よ
び
一
八
二
頁
）

(
2
0
)『
萬
博
』
第
十
四
号
、
日
本
万
国
博
覧
会
協
会
、
昭
和
十
二
年
七
月
。
中
山
は
、
同
じ
懸
賞
に
全
部
で
五
枚
の
ポ
ス
タ
ー
を
応
募
し
た
こ
と
も
述
べ
て
い
る
。

(
2
1
)竹原
あ
き
子
＋
森
山
明
子
監
修
『
カ
ラ
ー
版
日
本
デ
ザ
イ
ン
史
」
美
術
出
版
社
、
平
成
十
五
年
。

(
2
2
)こう
し
た
平
面
性
を
生
か
し
た
表
現
を
意
味
す
る
言
葉
と
し
て
、
一
九
三

0
年
代
に
は
「
単
化
」
と
い
う
言
葉
が
さ
か
ん
に
用
い
ら
れ
、
ポ
ス
タ
ー
ヘ
の
応

用
が
推
奨
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
以
下
の
文
献
に
詳
し
い
。
竹
内
幸
絵
「
近
代
広
告
の
誕
生
ポ
ス
タ
ー
が
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
だ
っ
た
頃
」
青
土
社
、

平
成
二
十
三
年
。

(
2
3
)昭和
十
五
年
(
-
九
四
0
)
に
報
道
技
術
研
究
会
が
、
翌
年
に
日
本
宣
伝
技
術
家
協
会
が
発
足
し
、
当
時
活
躍
し
た
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
多
く
参
加
し
た
。
昭
和

十
六
年
、
中
山
は
山
名
文
夫
よ
り
日
本
宣
伝
技
術
家
協
会
設
立
に
協
力
し
て
ほ
し
い
と
い
う
依
頼
の
書
簡
を
受
け
取
っ
て
い
る
。
ま
た
中
山
の
遺
族
所
蔵

の
資
料
の
中
に
は
、
戦
時
下
の
世
相
を
反
映
す
る
ポ
ス
タ
ー
の
下
絵
や
ス
ケ
ッ
チ
が
複
数
残
さ
れ
て
い
る
。

(
2
4
)『長
崎
新
聞
文
化
章
の
し
お
り
」
長
崎
新
聞
社
企
画
局
、
昭
和
三
十
六
年
、
四
頁
。
（
括
弧
内
は
籠
者
に
よ
る
補
足
。
）

(
2
5
)山名
文
夫
「
体
験
的
デ
ザ
イ
ン
史
」
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
社
、
昭
和
五
十
一
年
、
四
三
二
頁
。
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(
3
2
)「固
案
」
と
い
う
言
葉
は
近
現
代
を
通
じ
て
、
染
織
、
漆
器
、
陶
磁
器
と
い
っ
た
工
芸
の
各
分
野
や
、
建
築
、
室
内
装
飾
、
家
具
、
商
業
美
術
な
ど
の
分
野

に
お
い
て
、
制
作
物
の
概
要
を
示
す
図
面
や
デ
ザ
イ
ン
画
の
頬
を
幅
広
く
意
味
す
る
言
葉
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
。
本
稿
で
も
こ
う
し
た
意
味
で
用
い

て
い
る
。

本
稿
を
準
備
す
る
に
あ
た
り
、
中
山
文
孝
の
ご
令
孫
の
中
山
文
夫
氏
よ
り
、
貴
重
な
資
料
・
情
報
の
提
供
な
ど
惜
し
み
な
い
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
こ
に
記
し
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

3
1
)中
山
文
孝
「
お
く
ん
ち
の
傘
鉾
」
昭
和
三
十
五
年
頃
。

(
2
6
)山名
、
同
書
‘
―
二
六
頁
。
顧
問
に
本
野
精
吾
ら
京
都
高
等
工
芸
学
校
の
教
授
陣
や
杉
浦
非
水
・
多
田
北
烏
を
迎
え
た
と
い
う
。
ま
た
こ
の
団
体
は
、
例

え
ば
昭
和
十
五
年
(
-
九
四
0
)に
福
岡
で
「
紀
元
二
千
六
百
年
奉
讚
時
局
ポ
ス
タ
ー
展
覧
会
」
を
開
催
す
る
な
ど
の
活
動
を
行
っ
た
よ
う
だ
。
（
山
名
、
同
書
、

二
―
九
ー
ニ
ニ

0
頁
）

(
2
7
)取り
上
げ
る
作
品
に
は
、
未
だ
正
確
な
年
代
の
特
定
に
至
っ
て
い
な
い
も
の
が
多
い
こ
と
を
断
っ
て
お
き
た
い
。
ま
た
、
こ
の
分
類
の
中
で
い
う
ち
わ
と

固
マ
ッ
チ
ラ
ベ
ル
に
つ
い
て
は
、
切
の
企
業
の
広
告
物
に
分
類
可
能
な
も
の
も
あ
る
。
し
か
し
う
ち
わ
や
マ
ッ
チ
ラ
ベ
ル
は
中
山
が
中
山
美
六
堂
に
お
い

て
手
掛
け
た
主
要
な
仕
事
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
今
回
は
独
立
し
た
項
目
を
立
て
て
論
じ
る
こ
と
に
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
五
つ
に
分
類
で
き

な
い
作
品
も
残
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
屏
風
や
掛
軸
や
色
紙
な
ど
に
描
か
れ
た
絵
、
タ
ン
カ
ー
船
の
壁
画
、
美
六
堂
製
の
絵
馬
、
手
ぬ
ぐ
い
、
日
々
手
掛

け
て
い
た
写
生
や
デ
ザ
イ
ン
ス
ケ
ッ
チ
な
ど
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
一
部
は
、
当
館
で
の
今
年
度
の
小
企
画
展
に
お
い
て
は
紹
介
し
た
。
こ
れ
ら
を
含
む
彼

の
よ
り
多
く
の
作
品
を
、
総
合
的
に
論
じ
る
機
会
を
あ
ら
た
め
て
持
つ
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
う
。

(
2
8
)「な
が
さ
き
へ
」
の
文
字
の
あ
る
傘
の
下
の
外
国
人
を
描
い
た
ポ
ス
タ
ー
（
固
1
6右
上
）
は
、
書
籍
に
お
い
て
制
作
年
を
昭
和
十
年
(
-
九
三
五
）
と
さ
れ
て
お
り
、

彼
の
手
掛
け
た
観
光
ポ
ス
タ
ー
の
最
初
期
の
例
と
考
え
ら
れ
る
。
（
東
京
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
ズ
ク
ラ
プ
編
「
日
本
の
広
告
美
術
ー
明
治
・
大
正
・
昭
和

-
」
美
術
出
版
社
、
昭
和
四
十
二
年
、
一
七
五
頁
）
ま
た
、
中
山
は
長
崎
以
外
に
も
久
留
米
、
熊
本
、
鹿
児
島
な
ど
九
州
を
中
心
と
し
た
観
光
ポ
ス
タ
ー
や

そ
の
案
を
手
掛
け
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。

(
2
9
)「委
嘱
内
容
」
が
記
さ
れ
た
書
類
（
追
族
所
蔵
）
よ
り
。
ま
た
、
図
1
7と
し
て
挙
げ
た
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
日
付
と
曜
日
の
並
び
か
ら
、
昭
和
三
十
年
か
ら
一
年

間
の
本
委
嘱
に
含
ま
れ
る
「
カ
レ
ン
ダ
ー
」
で
は
な
く
、
少
し
後
に
手
掛
け
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

(
3
0
)『長
崎
日
日
新
聞
」
昭
和
八
年
六
月
二
十
一
日
。
同
様
の
記
事
が
、
『
長
崎
新
聞
』
同
年
六
月
十
七
日
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

24 



影
城
貞
徳
は
江
戸
末
期
の
長
崎
市
に
生
ま
れ
た
洋
画
家
で
あ
る
。
彰
城
家
は
代
々
唐
通
事
の
家
系
で
あ
り
、
彰
城
も
ま
た

第
十
代
の
唐
通
事
と
な
る
べ
く
幼
少
期
よ
り
英
オ
教
育
を
受
け
た
。
十
五
歳
の
頃
、
京
都
の
フ
ラ
ン
ス
語
学
校
で
偶
然
西
洋

画
を
目
に
す
る
機
会
が
あ
り
、
そ
の
「
迫
真
的
描
写
」
に
驚
愕
し
た
影
城
は
一
念
発
起
し
て
画
家
に
な
る
べ
く
上
京
し
た
。
ま

す
近
代
洋
画
の
礎
を
築
い
た
高
橋
由
一
の
主
宰
す
る
天
絵
楼
に
て
油
絵
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
、
さ
ら
に
明
治
九
年

（
一
八
七
六
）
に
エ
部
美
術
学
校
が
開
設
さ
れ
る
と
、
第
一
期
生
と
し
て
人
学
し
、
お
雇
い
外
国
人
と
し
て
イ
タ
リ
ア
か
ら
招

か
れ
た
ア
ン
ト
ニ
オ
・
フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ
か
ら
本
格
的
な
絵
画
教
育
を
受
け
た
。
明
治
十
七
年
頃
に
長
崎
に
帰
郷
し
て
か
ら

は
、
梅
香
崎
女
学
校
図
画
科
な
ど
数
々
の
学
校
に
お
い
て
教
鞭
を
執
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
彰
城
は
長
崎
出
身
の
最
初
の
近
代

洋
画
家
で
あ
る
と
同
時
に
、
中
央
で
学
ん
だ
近
代
洋
画
を
初
め
て
長
崎
に
伝
え
た
画
家
と
い
え
る
。
し
か
も
そ
れ
は
当
時
と

し
て
は
最
先
端
と
呼
べ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
長
崎
県
美
術
館
で
は
平
成
二

0
年
度
に
「
生
誕
一
五
〇
固
年
記
念
長
崎
の
美

術
4

影
城
貞
徳
展
」
を
開
催
し
、
ま
ず
は
影
城
の
足
跡
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
探
し
得
た
作
品
を
な
る
べ
く
多
く

紹
介
す
る
こ
と
に
努
め
た
。

そ
の
際
に
「
個
人
蔵
」
と
し
て
出
品
さ
れ
た
《
月
夜
の
景
》
（
口
絵
7
)
は
、
正
式
な
作
品
タ
イ
ト
ル
が
不
明
だ
っ
た
た
め
、
長
崎

県
美
術
館
の
収
蔵
作
品
《
九
十
九
島
・
月
夜
の
景
》
（
図1
)
と
構
図
が
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、
便
宜
上
仮
タ
イ
ト
ル
を
付
け
た
も

の
で
あ
る
。
そ
し
て
展
覧
会
後
の
平
成
二
十
四
年
度
に
長
崎
県
美
術
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
新
し
く
加
わ
っ
た
。
そ
の
後
、

調
杏
を
続
け
て
い
く
う
ち
に
本
作
が
長
崎
港
を
描
い
た
も
の
で
は
な
い
か
と
分
か
っ
て
き
た
。

影
城
は
、
画
家
と
し
て
神
戸
・
長
崎
で
活
躍
し
た
後
、
大
正
四
年
(
-
九
一
五
）
に
上
京
し
て
海
産
物
間
屋
を
経
営
す
る
よ

う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
絵
箪
を
折
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
昭
和
七
年
(
-
九
三
―
-
）
に
存
命
中
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
影
城
の
作
品
を
集
め
た
逍
作
展
が
東
京
銀
座
の
日
動
画
廊
に
お
い
て
開
か
れ
た
。
そ
れ
ほ
ど
影
城
の
名
前
は
当
時

の
画
壇
で
忘
れ
去
ら
れ
て
い
た
。

は
じ
め
に

彰
城
貞
徳
が
描
い
た
《
夜
の
長
崎
港
》
に
関
す
る
試
論

図 l 炒城 l'l 徳く）L I •)L島・月伎の屈明治33 -)< lL 4 介·頃 (c.1900-1915) ill! 彩・オK iX崎県美術館蔵

森
園

敦

25 



昭
和
七
年
(
-
九
三
二
）
一
月
に
開
催
さ
れ
た
彰
城
貞
徳
の
遺
作
展
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
以
下
の
五
つ
の
文

献
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
文
献
は
、
遺
作
展
に
触
れ
て
い
る
の
み
な
ら
ず
謎
の
多
い
彰
城
の
人
生
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
う
え

で
第
一
級
の
資
料
で
あ
る
。

．
彰
城
貞
徳
「
明
治
洋
画
の
黎
明
期
」
（
『
中
央
公
論
』
一
九
三
八
年
八
月
）

・
沖
野
岩
三
郎
「T
.
S
A
K
A
K
Iの
湘
絵
」
（
『
宛
名
印
記
』
東
水
社
、
一
九
四
一
年
）

・
長
谷
川
仁
「
会
場
に
現
れ
た
遺
作
展
の
作
者
」
（
『
へ
そ
人
生
画
廊
一
代
記
』
読
売
新
聞
社
、

•
長
谷
川
仁
「
生
き
て
い
る
人
の
遺
作
展
」
(
『
B

動
画
廊
五
十
年
史
』
一
九
七
七
年
）

・
清
野
比
佐
美
「
私
的
絵
画
の
裏
面
史
遺
作
展
の
画
家
が
生
き
て
い
た
」
（
『
み
ず
ゑ
』
応
八
九
四
、
一
九
七
九
年
九
月
）

こ
の
う
ち
実
際
に
遺
作
展
に
立
ち
合
っ
た
の
は
、
日
動
画
廊
の
代
表
で
あ
り
遺
作
展
の
主
催
者
で
あ
っ
た
長
谷
川
仁
の
み

で
あ
る
。
そ
の
他
は
彰
城
も
含
め
お
そ
ら
く
長
谷
川
か
ら
の
伝
聞
と
思
わ
れ
る
が
、
特
に
沖
野
岩
三
郎
は
か
な
り
詳
細
に
聞

き
取
り
を
し
て
い
た
よ
う
で
、
五
つ
の
文
献
の
中
で
最
も
情
報
が
多
く
、
か
つ
具
体
的
で
あ
る
。
細
か
い
部
分
に
各
人
の
記

憶
違
い
は
あ
る
だ
ろ
う
が
、
展
覧
会
の
顛
末
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

昭
和
六
年
暮
れ
、
日
動
画
廊
の
長
谷
川
仁
を
訪
ね
て
、
早
稲
田
大
学
で
英
文
学
を
教
え
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
人
教
師

H
.
G
.
 

バ
ー
ド
が
来
廊
し
、
「T
.
S
A
K
A
K
I」
と
い
う
サ
イ
ン
の
入
っ
た
所
蔵
作
品
十
四
点
に
よ
っ
て
展
覧
会
及
び
作
品
販
売
が
で
き

な
い
か
相
談
が
あ
っ
た
。
長
谷
川
は
バ
ー
ド
か
ら
作
者
に
つ
い
て
聞
き
出
す
も
十
分
な
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た

画
廊
に
出
入
り
し
て
い
る
洋
画
家
た
ち
も
「

S
と
＄

K
I
」
が
誰
で
あ
る
か
分
か
ら
な
い
。
仕
方
が
な
い
の
で
長
谷
川
は
苗
字
の

イ
ニ
シ
ャ
ル
か
ら
「
榊
」
と
当
て
字
を
施
し
、
さ
ら
に
「
ど
う
せ
故
人
に
相
違
な
か
ら
う
」
と
勝
手
に
推
測
し
、
「
榊
氏
油
絵
遺
作

展
覧
会
」
（
昭
和
七
年
一
月
八
日
ー
十
四
日
）
と
名
付
け
て
開
催
し
た
。

そ
の
二
年
後
、
日
動
画
廊
に
彰
城
自
身
が
現
れ
、
自
分
が
そ
れ
ら
の
絵
画
の
作
者
で
あ
る
こ
と
を
告
げ
て
、
「
榊
」
が
「
彰
城
」

の
間
違
い
で
あ
り
、
い
ま
だ
存
命
中
の
画
家
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
あ
る
。
遺
作
展
を
契
機
に
彰
城
と
長
谷
川
の
交

流
が
生
ま
れ
、
そ
れ
は
彰
城
が
亡
く
な
る
ま
で
続
い
た
。
ま
た
各
人
の
文
章
の
タ
イ
ト
ル
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
遺
作
展
の

作
家
が
生
き
て
い
た
と
い
う
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
語
り
継
が
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

遺
作
展
へ
の
十
四
点
の
出
品
作
品
に
つ
い
て
は
『
宛
名
印
記
』
に
全
て
が
列
記
さ
れ
て
い
る
と
同
時
に
、

-
．
「
榊
氏
袖
絵
遺
作
展
覧
会
」
に
つ
い
て

そ
の
遺
作
展
に
《
夜
の
長
崎
港
》
と
い
う
作
品
が
出
品
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。
本
論
で
は
《
月
夜
の
景
》
が
そ
れ
に

当
た
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
、
制
作
さ
れ
た
時
期
そ
し
て
場
所
の
特
定
を
試
み
た
い
。

一
九
七
四
年
）そ

れ
ぞ
れ
の
購
入
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「
（
長
谷
川
が
バ
ー
ド
の
家
に
）
行
っ
て
み
る
と
、
そ
れ
は
実
に
堂
堂
と
し
た
作
品
で
大
抵
九
十
号
ぐ
ら
ゐ
の
大
き
さ
で
あ

る
。
画
題
を
見
る
と
、
長
崎
の
梅
、
秋
の
夕
暮
、
夜
の
長
崎
港
、
林
、
湖
上
の
月
、
紫
式
部
、
菊
花
、
神
武
天
皇
、
鎌
倉

武
士
の
鷹
狩
、
萬
果
之
図
、
和
洋
合
奏
、
波
、
月
夜
と
い
ふ
の
で
あ
っ
た
。
（
中
略
）
東
京
市
の
金
満
家
猪
股
真
造
氏
が
、

い
き
な
り
五
点
に
赤
札
を
つ
け
る
。
鯛
生
金
山
の
木
村
錬
之
助
氏
が
波
、
神
武
天
皇
、
鎌
倉
武
士
の
鷹
狩
の
三
点
に
赤
紙

を
貼
る
。
大
阪
市
の
日
本
生
命
重
役
の
廣
瀬
正
二
郎
氏
が
爛
漫
た
る
菊
花
を
買
ふ
、
三
井
高
精
男
爵
が
和
洋
合
奏
の
固
を

買
ふ
と
い
う
有
様
で
、
た
ち
ま
ち
に
し
て
売
れ
切
っ
て
し
ま
ひ
さ
う
な
の
で
、
長
谷
川
君
は
周
章
て
て
、
夜
の
長
崎
港
を

自
分
の
室
へ
取
り
込
ん
で
置
く
と
い
ふ
騒
ぎ
」
（
カ
ッ
コ
内
、
下
線
は
箪
者
に
よ
る
）

わ
ず
か
一
週
間
程
度
の
展
覧
会
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
変
な
盛
況
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
一
方
で
長
谷
川

は
、
「
売
れ
残
っ
た
ま
ま
壁
に
飾
っ
て
お
い
た
三
点
の
作
品
」
と
回
想
し
て
お
り
、
全
て
が
売
れ
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
伝

え
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
作
品
は
以
下
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
―
つ
は
長
谷
川
が
「
自
分
の
室
へ
取
り
込
ん
で
置
」
い
た
《
夜

の
長
崎
港
》
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
に
つ
い
て
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
現
在
、
日
動
画
廊
の
系
列
美
術
館
で
あ
る
笠
間
日

動
美
術
館
が
所
蔵
す
る
《
萬
果
之
図
》
、
そ
し
て
一
九
六
0
年
代
に
長
崎
県
が
日
動
画
廊
か
ら
購
入
し
た
《
九
十
九
島
・
月
夜

の
景
》
（
遺
作
展
の
《
月
夜
》
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
）
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
《
萬
果
之
図
》
《
月
夜
》
は
と
も
に
、
長
ら
く
日

動
画
廊
が
そ
の
ま
ま
所
有
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
の
行
方
に
つ
い
て
推
測
を
交
え
な
が
ら
ま
と

め
て
み
た
い
。

《
長
崎
の
梅
》

【
購
入
者
】
猪
俣
真
造
？

《
秋
の
夕
暮
》

【
購
入
者
】
猪
俣
真
造
？

《
夜
の
長
崎
港
》

【
購
入
者
】
な
し
（
売
れ
残
り
）

《
林
》【

購
入
者
】
猪
俣
真
造
？

《
湖
上
の
月
》

【
購
入
者
】
猪
俣
真
造
？

【
現
在
】
不
明

【
現
在
】
不
明

※
本
論
で
考
察

【
現
在
】
不
明

【
現
在
】
不
明

者
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。
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【
現
在
】
不
明【

現
在
】
不
明

【
現
在
】
不
明

《
紫
式
部
》

【
購
人
者
】
猪
俣
真
造
？

《
菊
花
》

【
購
入
者
】
廣
瀬
正
二
郎
（
日
本
生
命
）

《
神
武
天
皇
》

【
購
入
者
】
木
村
鏡
之
助
（
鯛
生
金
山
）

《
鎌
倉
武
士
の
應
狩
》

【
購
入
者
】
木
村
錬
之
助
（
鯛
生
金
山
）

《
萬
果
之
図
》

【
購
入
者
】
な
し
（
売
れ
残
り
）
【
現
在
】
笠
間
日
動
美
術
館
蔵

《
和
洋
合
奏
》

＿
購
入
者
】
三
井
高
精
（
三
井
家
）
【
現
在
】
長
崎
県
美
術
館
蔵
《
和
洋
合
奏
之
図
》

(
I
A
I
3
)
に
該
当

《
波
》一

購
入
者
】
木
村
錬
之
助
（
鯛
生
金
山
）
【
現
在
】
個
人
蔵
《
海
景
図
》

《
湖
畔
の
朝
》

一
購
入
者
】
猪
俣
真
造
？
【
現
在
】
不
明

《
月
夜
》

＿
購
入
者
】
な
し
（
売
れ
残
り
）【
現
在
】
長
崎
県
美
術
館
蔵
《
九
十
九
島
・
月
夜
の
景
》
（
図

l
)
に
該
当
か

『
宛
名
印
記
』
の
な
か
で
、
猪
俣
真
造
が
ど
の
作
品
を
購
入
し
た
の
か
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
五
点
購
入
し
た

と
い
う
こ
と
は
分
か
っ
て
い
る
の
で
、
購
入
者
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
作
品
以
外
、
つ
ま
り
《
長
崎
の
梅
》
《
秋
の
夕
暮
》
《
林
》

《
湖
卜
の
月
》
《
紫
式
部
》
《
湖
畔
の
朝
》
の
六
点
の
う
ち
五
点
を
購
入
し
た
と
思
わ
れ
る
。
猪
俣
は
そ
の
後
、
一
部
を
東
京
都
千

代
田
区
の
神
田
寺
に
寄
贈
し
た
と
さ
れ
、
実
際
に
神
田
寺
に
影
城
の
作
品
は
現
在
も
残
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
六
点
の
画

題
に
は
合
致
し
な
い
。
ま
た
清
野
比
佐
美
は
、
「
そ
の
中
の
数
点
は
I

（
猪
俣
）
と
い
う
そ
の
後
も
常
連
客
で
よ
く
き
て
い
た
人

の
も
の
と
な
り
、
友
松
円
諦
の
新
形
式
の
寺
院
神
田
寺
に
飾
っ
て
あ
っ
た
千
羽
鶴
の
大
作
は
、
私
も
そ
の
後
見
た
こ
と
が
あ

る
が
、
今
は
焼
け
て
し
ま
っ
て
も
う
な
い
」
（
カ
ノ
コ
内
は
箪
者
に
よ
る
）
と
伝
え
て
お
り
、
猪
俣
は
遣
作
展
の
時
以
外
に
も
影
城
の

作
品
を
購
入
し
た
と
拙
測
さ
れ
る
。
実
際
に
長
谷
川
は
、
彰
城
と
出
会
っ
て
後
の
こ
と
を
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
と
に
か
く
こ
の
訪
問
以
後
、
彰
城
さ
ん
が
も
っ
て
い
た
旧
作
の
池
絵
を
二
十
点
ほ
ど
ゆ
ず
っ
て
も
ら
っ
た
が
、

ほ
ど
時
間
を
か
け
ず
そ
れ
を
、
み
ん
な
売
り
さ
ば
い
た
」

現
在
】
長
崎
県
美
術
館
蔵
《
菊
図
》
（
図

3

に
該
当
か

私
は
さ

ざ
”
寄

•
な
．
t

：

5
^

島

.. 

合
0‘ 

ア

ヽ

へ
；
｀
嶋

、

g
‘
〇

毒
四
t會

亀
苫
壽

ぷ
菟

喜
g
:

〖
­

；
羞f

痙.
.
g、

』2ヽb

ご
凸

袴

図 3. り幼城貞徳{fll 汁合奏之［火I}

明治36年頃 {c_1903 l i1l1彩・カンヴァス 長的肌必術館蔵

図 2. 杉城貞徳《杓凶）
明治33- J::.if4 年頃 k.1900-1915) i1!1彩・布 長崎児美術館蔵
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つ
ま
り
猪
俣
が
神
田
寺
に
寄
脳
し
た
作
品
の
中
に
は
遺
作
展
出
品
作
以
外
の
も
の
も
含
ま
れ
て
お
り
、
お
そ
ら
く
神
田
寺

が
現
在
所
蔵
し
て
い
る
作
品
、
及
び
清
野
が
見
た
千
羽
鶴
の
作
品
は
、
長
谷
川
が
改
め
て
彰
城
か
ら
譲
り
受
け
た
作
品
の
一

部
だ
と
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
猪
俣
は
当
時
、
彰
城
作
品
の
数
少
な
い
貴
重
な
コ
レ
ク
タ
ー
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
う

し
た
作
品
も
清
野
が
触
れ
て
い
る
通
り
、
お
そ
ら
く
は
関
東
大
震
災
や
空
襲
な
ど
に
よ
っ
て
焼
失
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

木
村
錬
之
助
は
大
分
県
日
田
市
の
鯛
生
金
山
を
経
営
し
た
実
業
家
で
、
『
宛
名
印
記
』
に
よ
る
と
《
神
武
天
皇
》
《
鎌
倉
武
士
の

鷹
狩
》
《
波
》
の
三
点
を
購
入
し
た
。
《
波
》
に
つ
い
て
は
、
そ
の
関
連
会
社
が
近
年
ま
で
所
蔵
し
て
い
た
が
、
他
の
一
一
点
に
つ
い

て
は
震
災
あ
る
い
は
戦
争
に
よ
っ
て
散
逸
し
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
他
、
廣
瀬
正
一
一
郎
の
購
入
し
た
《
菊
花
》
、
財
閥
三
井
家
の
男
爵
で
あ
る
三
井
高
精
の
《
和
洋
合
奏
》
は
、

余
曲
折
を
経
て
現
在
は
長
崎
県
美
術
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

本
論
の
焦
点
で
あ
る
《
夜
の
長
崎
港
》
に
つ
い
て
残
さ
れ
て
い
る
記
述
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
紆

「
た
ち
ま
ち
に
し
て
売
れ
切
っ
て
し
ま
ひ
さ
う
な
の
で
、
長
谷
川
君
は
周
章
て
て
、
夜
の
長
崎
港
を
自
分
の
室
へ
取
り
込

(
8
)
 

ん
で
置
く
と
い
ふ
騒
ぎ
」

「
ボ
ウ
ジ
ャ
ウ
氏
の
言
ふ
こ
と
が
、
気
に
入
っ
た
長
谷
川
君
は
、
兎
に
角
こ
ち
ら
へ
と
言
っ
て
応
接
室
に
案
内
し
て
茶
菓

を
す
す
め
て
ゐ
る
う
ち
に
、
老
人
は
驚
い
て
起
ち
上
っ
た
。
『
こ
れ
は
私
の
描
い
た
絵
で
す
。
こ
れ
は
何
処
に
あ
り
ま
し
た

(
9
)
 

か
』
と
、
言
っ
て
、
指
し
た
の
は
何
と
T
.S
A
K
A
K
Iの
描
い
た
夜
の
長
崎
港
で
は
な
い
か
」

「
偶
々
―
―
一
年
前
日
動
画
廊
へ
赴
き
、
長
谷
川
氏
と
対
談
中
不
図
競
間
を
見
る
と
、
昔
私
の
描
い
た
『
夜
の
長
崎
港
」
が
掲
げ

て
あ
る
で
は
な
い
か
。
旧
知
に
遭
つ
た
如
く
愕
い
て
色
々
訊
く
と
、
羅
馬
字
の
署
名
だ
っ
た
の
で
彰
城
が
榊
に
な
っ
て
展

観
が
催
さ
れ
た
の
で
あ
る
、
か
く
程
左
様
に
私
は
世
の
中
に
忘
れ
ら
れ
た
存
在
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
が
、
遺
作

(10) 

展
覧
会
は
何
に
し
て
も
傑
作
で
あ
っ
た
」

こ
れ
ら
の
証
言
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、

に
再
会
し
た
。
沖
野
の
記
述
に
よ
る
と
、

あ
っ
た
。

二
．
《
夜
の
長
崎
港
》
に
つ
い
て彰

城
は
最
晩
年
に
日
動
画
廊
を
訪
れ
、
か
つ
て
自
ら
が
手
が
け
た
《
夜
の
長
崎
港
》

遺
作
展
か
ら
二
年
後
の
昭
和
九
年
(
-
九
三
四
）
の
春
か
ら
夏
に
か
け
て
の
こ
と
で
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こ
こ
で
長
崎
県
共
術
館
所
蔵
の
《
月
夜
の
娯
》
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
こ
こ
に
展
開
す
る
山
の
連
な
り
、
形
状
か
ら
考

え
る
と
、
長
崎
港
を
描
い
た
の
は
ほ
ほ
確
実
と
思
わ
れ
る
（
図

4
)
。
月
の
真
下
に
あ
る
城
山
、
そ
の
左
は
大
久
保
山
の
あ
る
戸

町
地
区
、
さ
ら
に
現
在
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
で
一
部
山
が
削
ら
れ
た
小
菅
地
区
へ
と
つ
な
が
る
。
そ
の
左
は
や
や
稜
線
に
間
違

い
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
大
浦
地
区
を
裾
野
と
す
る
鍋
冠
山
で
は
な
か
ろ
う
か
。
山
の
中
腹
に
ま
で
広
が
る
赤
い
光
は
、

グ
ラ
バ
ー
邸
を
中
心
と
す
る
大
浦
外
国
人
居
留
地
で
あ
ろ
う
。
一
方
で
城
山
の
右
、
つ
ま
り
長
崎
港
を
は
さ
ん
で
右
側
に
確

認
で
き
る
の
は
、
現
在
女
神
大
橋
の
か
か
る
天
門
峰
を
頂
点
と
す
る
山
、
そ
し
て
さ
ら
に
右
に
続
く
の
は
稲
佐
山
で
あ
ろ
う

藷

5
)
0

彰
城
が
長
崎
港
を
描
い
た
作
品
は
他
に
見
つ
か
っ
て
お
ら
ず
、
ま
た
画
題
か
ら
考
え
て
も
、
こ
れ
ま
で
当
館
に
お
い
て
《
月

夜
の
景
》
と
仮
タ
イ
ト
ル
を
付
け
ら
れ
て
い
た
作
品
が
、
実
際
に
は
《
夜
の
長
崎
港
》
で
あ
る
可
能
性
は
非
常
に
高
い
と
考
え

ら
れ
る
。

で
は
本
作
は
長
崎
港
の
ど
の
地
点
か
ら
描
か
れ
た
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
本
作
で
特
徴
的
な
の
は
、
長
崎
港
か
ら
七
ー
八

キ
ロ
南
西
に
位
置
す
る
長
崎
市
深
堀
地
区
の
城
山
が
見
え
る
こ
と
で
あ
る
。
以
下
、
こ
の
城
山
の
裾
野
と
、
現
在
女
神
大
橋

が
か
か
っ
て
い
る
大
久
保
山
と
の
交
わ
り
に
つ
い
て
検
証
し
て
み
た
い
。
長
崎
県
庁
舎
屋
上
か
ら
撮
影
し
た
図

4

は
、
構
図

的
に
非
常
に
似
通
っ
て
い
る
が
、
県
庁
付
近
は
こ
こ
十
年
以
内
に
埋
め
立
て
ら
れ
た
土
地
な
の
で
、
そ
こ
か
ら
ほ
ど
近
く
当

時
か
ら
陸
地
で
あ
っ
た
旭
町
付
近
か
ら
城
山
を
望
む
と
（
凶

6
)
、
大
久
保
山
と
城
山
の
交
わ
り
方
が
ほ
ぽ
絵
画
と
一
致
す
る
こ

と
が
分
か
る
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
両
山
の
交
わ
る
地
点
と
現
在
の
長
崎
市
旭
町
付
近
を
結
ぶ
ラ
イ
ン
上
か
ら
描
か
れ
た
と
考

え
る
の
が
最
も
妥
当
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
ラ
イ
ン
上
に
あ
る
の
が
、
埋
め
立
て
ら
れ
る
以
前
の
八
千
代
町
付
近
の
海

岸
通
り
で
あ
る
。
後
述
す
る
が
、
長
崎
港
は
古
布
末
以
降
現
代
に
至
る
ま
で
、
幾
度
も
の
埋
め
立
て
工
事
を
繰
り
返
し
て
現
在

の
姿
に
な
っ
て
い
る
。

図
7

は
、
地
形
を
立
体
的
に
表
示
で
き
る
地
図
ソ
フ
ト
「
カ
シ
ミ
ー
ル

3
D

」
を
用
い
て
八
千
代
町
か
ら
長
崎
港
を
臨
ん
だ

山
々
の
形
状
で
あ
る
。
大
久
保
山
と
城
山
の
交
わ
り
方
に
つ
い
て
、
絵
画
と
ほ
ぼ
合
致
す
る
の
が
分
か
る
で
あ
ろ
う
。
つ
ま

り
こ
の
両
山
の
交
わ
り
方
か
ら
考
え
る
と
、
現
在
の
旭
町
、
そ
し
て
八
千
代
町
の
二
つ
の
地
点
が
有
力
候
補
と
し
て
あ
が
る
。

旭
町
か
ら
臨
ん
だ
長
崎
港
は
、
図

8

の
通
り
で
あ
る
。
確
か
に
両
山
の
交
わ
り
方
は
ほ
ぼ
合
致
す
る
も
の
の
、
城
山
の
右
裾

野
が
右
側
の
山
と
重
な
っ
て
お
り
、
絵
画
と
少
々
異
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
山
々
の
形
状
か
ら
考
え
る
と
、
現
在
の
八
千
代

町
が
最
有
力
候
補
と
い
え
よ
う
。

一
方
で
、
画
面
手
前
陸
地
側
の
水
辺
に
樹
木
が
生
い
茂
っ
て
い
る
湿
地
帯
の
よ
う
な
風
最
描
写
か
ら
も
考
察
を
加
え
て
み

た
い
。
明
治
初
期
の
古
写
真
か
ら
判
断
す
る
と
、
旭
町
付
近
の
稲
佐
の
沿
岸
は
確
か
に
海
辺
ま
で
樹
木
が
迫
っ
て
い
る
も
の

の
岩
礁
が
多
い
た
め
、
や
は
り
旭
町
付
近
と
結
論
付
け
る
こ
と
は
難
し
い

(
I
X
I
I
O
)

。
特
に
こ
の
付
近
は
稲
佐
崎
と
呼
ば
れ
る
小

高
い
岩
壁
が
あ
り
、
そ
の
上
に
は
道
永
エ
イ
（
稲
佐
お
栄
）
が
経
営
し
た
ロ
シ
ア
人
向
け
の
ホ
テ
ル
・
ヴ
ェ
ス
ナ
ー
が
建
っ
て

い
た
。
ま
た
も
う
―
つ
の
候
補
の
八
千
代
町
付
近
も
江
戸
期
は
海
岸
線
に
沿
っ
て
山
が
迫
っ
て
お
り
、
海
辺
に
は
湿
地
帯
が

あ
っ
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
が
、
古
写
真
等
で
確
認
が
と
れ
な
い
。
そ
も
そ
も
長
崎
港
は
「
あ
び
き
」
と
呼
ば
れ
る
急
激

1,110. Jと鯰稲 {l,:i1,； l 『(!,)彰者 1 ▲．野 1彦馬） （長蛉人学附属 I又l i'｝：館祓 I

叫治初期の撤彰 場1/i は linfl,：的で、現｛iの旭町 1 り 1 治 26り (18931 にこの ii'|

にロシア人向けの 1i輝1 施設ホテル，ヴュスナーが建てられた ＇（’;仰が多＼ヽこ

とが分かる
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図 5. 彩城貞徳〈月夜の景〉（地名入り）

図 6. Ii!!町から撮影した長椅湛（筆者搬影）
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に
洵
而
が
昇
降
を
繰
り
返
す
現
象
が
あ
る
た
め
、
当
時
か
ら
護
岸
工
事
が
施
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
、
彰
城
の
絵
の
よ
う
な
湿

地
帯
は
長
崎
港
を
取
り
巻
く
水
辺
に
は
ほ
と
ん
ど
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

湿
地
帯
と
い
う
こ
と
の
み
を
考
え
れ
ば
、
江
戸
末
期
に
埋
め
立
て
ら
れ
た
浦
上
新
田
付
近
、
あ
る
い
は
そ
こ
か
ら
浦
上
川

を
挟
ん
で
対
岸
の
梁
川
付
近
が
あ
て
は
ま
る
員

1
1
)。
そ
こ
で
再
び
「
カ
シ
ミ
ー
ル
3
D

」
を
駆
使
し
て
、
浦
上
新
田
付
近
か
ら

長
崎
港
を
臨
ん
だ
山
々
の
形
状
か
ら
考
察
を
し
て
み
た
い
。
図

9

は
、
浦
上
新
田
の
突
端
（
現
在
の
銭
座
町
霞
停
付
近
）
か
ら

長
崎
港
を
臨
ん
だ
土
地
の
形
状
で
あ
る
。
彰
城
作
品
と
比
較
す
る
と
、
大
久
保
山
と
城
山
と
の
交
わ
り
方
が
全
く
異
な
る
こ

と
が
分
か
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
梁
川
付
近
か
ら
で
は
、
絵
画
の
右
側
の
よ
う
な
湘
の
広
が
り
を
見
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

以
上
、
八
千
代
町
が
最
有
力
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
山
裾
の
海
辺
に
湿
地
帯
が
存
在
し
た
と
仮
定
し
、
こ
こ
か
ら
は
制
作
年

に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
実
は
彰
城
作
品
の
制
作
年
代
に
つ
い
て
は
、
裏
害
等
が
記
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
ほ
と
ん
ど
が

不
明
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
《
和
洋
合
奏
之
図
》
に
つ
い
て
は
弟
子
の
徳
浪
フ
サ
に
よ
っ
て
「
明
治
三
十
六
年
頃
」
と
記
述
さ
れ
、

年
代
は
例
外
的
に
特
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
は
彰
城
の
こ
の
時
期
の
略
歴
を
簡
単
に
記
す
。

明
治
十
一
年
(
-
八
七
八
）

明
治
十
七
年
(
-
八
八
四
）

明
治
二
十
六
年
(
-
八
九
三
）

明
治
二
十
八
年
(
-
八
九
五
）

明
治
三
0
年
(
-
八
九
七
）

明
治
三
十
一
二
年
(
-
九
0
0
)

明
治
三
十
六
年
(
-
九
0
三
）

大
正
四
年
(
-
九
一
五
）

大
正
十
二
年
(
-
九
二
三
）

昭
和
七
年
(
-
九
三
―
-
）

昭
和
九
年
(
-
九
三
四
）

昭
和
十
四
年
(
-
九
三
九
）

工
部
美
術
学
校
を
退
学
。

絵
画
修
業
を
終
え
、
長
崎
に
婦
郷
。
（
第
一
次
長
崎
滞
在
期
）

シ
カ
ゴ
万
博
に
合
わ
せ
て
渡
米
。
そ
の
後
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
ヘ
と
渡
る
。

ロ
ン
ド
ン
に
移
住
。

パ
リ
ヘ
渡
る
。

パ
リ
か
ら
帰
国
。
神
戸
高
等
女
学
校
で
教
鞭
を
執
る
な
ど
、
神
戸
を
中
心
に
活
動
を
展
開
。

長
崎
に
帰
郷
。
画
熟
を
開
く
。
（
第
二
次
長
崎
滞
在
期
）

上
京
し
、
日
本
橋
芳
町
に
海
産
物
問
屋
「
富
貴
芽
屋
」
を
出
す
。

関
東
大
霙
災
に
よ
り
す
べ
て
を
失
う
が
、
後
に
同
じ
場
所
に
店
を
出
す
。

「
榊
氏
池
絵
遺
作
展
覧
会
」
が
日
動
画
廊
に
て
開
催
。

日
動
画
廊
に
彰
城
が
現
れ
、
現
存
作
家
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

死
去
。

平
成
二

0
年
度
の
回
顧
展
に
お
い
て
は
、
彰
城
の
最
初
の
帰
郷
以
後
の
人
生
を
大
ま
か
に
第
一
次
長
崎
滞
在
期
（
明
治

十
七
—
二
十
六
年
）
、
滞
米
・
滞
欧
期
（
明
治
二
十
六
ー
―
―
-
+
―
―
一
年
）
、
神
戸
滞
在
期
（
明
治
一
二
十
三
ー
三
十
六
年
）
、
第
一
一
次

長
崎
滞
在
期
（
明
治
一
二
十
六
—
大
正
四
年
）
、
晩
年
（
大
正
四
ー
昭
和
十
四
年
）
の
五
期
に
分
け
、
弟
子
に
よ
っ
て
年
代
推
定
さ

れ
て
い
る
《
和
洋
合
奏
之
図
》
を
除
く
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
の
制
作
年
代
を
推
定
し
た
。

1•111. 梁川（長幼大学附版 I•| ，り館祓）

明治初期の搬影 現／Lの i11iUII 卜流 右側は i11l I-．新 111 で、 /cOJlj は樹木が水辺

にまで予る湿地帯のようになっている n
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1

．
神
戸
滞
在
期
（
明
治
三
十
三
ー
三
十
六
年
頃
）
に
描
い
た
と
思
わ
れ
る
作
品

《
海
景
図
》
（
個
人
蔵
）

帰
朝
直
後
の
神
戸
時
代
に
描
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
作
品
。
神
戸
美
術
協
会
主
催
「
第
一
回
美
術
品
展
覧
会
」
の
出
品
リ

ス
ト
に
《
房
州
布
良
の
怒
涛
》
と
い
う
作
品
が
あ
り
、
展
覧
会
図
録
で
は
こ
れ
が
《
海
景
図
》
に
あ
た
る
の
で
は
な
い
か
と

推
測
し
た
。
し
か
し
確
実
な
証
拠
が
な
い
た
め
、
所
蔵
家
の
意
向
に
沿
い
《
海
景
図
》
と
し
て
出
品
し
た
。
（
《
海
景
図
》
は
、

昭
和
七
年
に

H

動
画
廊
で
開
催
さ
れ
た
「
榊
氏
油
絵
遺
作
展
覧
会
」
で
は
、
《
波
》
と
題
さ
れ
て
出
品
さ
れ
た
こ
と
が
分

か
っ
て
い
る
。
タ
イ
ト
ル
は
彰
城
で
は
な
く
お
そ
ら
く
長
谷
川
が
便
宜
的
に
付
け
た
と
思
わ
れ
る
た
め
、
こ
の
作
品
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
タ
イ
ト
ル
は
《
房
州
布
良
の
怒
涛
》
で
あ
っ
た
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
）

2

．
神
戸
滞
在
期
お
よ
び
第
二
次
長
崎
滞
在
期
（
明
治
三
十
三
ー
大
正
四
年
頃
）
に
描
い
た
と
思
わ
れ
る
作
品

《
九
十
九
島
・
月
夜
の
景
》
（
長
崎
県
美
術
館
蔵
）
（
図
1
)

《
九
十
九
島
・
月
夜
の
景
》
（
府
中
市
美
術
館
寄
託
）

《
菊
図
》
（
長
崎
県
美
術
館
蔵
）
（
図
2
)

《
萬
果
之
図
》
（
笠
間
日
動
美
術
館
蔵
）

《
油
絵
屏
風
》
（
笠
間
日
動
美
術
館
蔵
）

神
戸
時
代
及
び
第
二
次
長
崎
滞
在
期
の
ど
ち
ら
か
不
明
な
も
の
の
、
両
期
に
ま
た
が
る
頃
に
描
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
作

品
。
大
型
横
長
作
品
は
、
こ
の
時
期
に
制
作
さ
れ
た
と
推
測
し
た
。
一
貰
し
て
作
品
の
質
も
高
く
、
画
業
に
お
い
て
最

も
充
実
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

3

．
上
京
以
前
（
大
正
四
年
以
前
）

《
富
士
山
之
図
》
（
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
蔵
）

《
日
没
と
海
》
（
長
崎
県
美
術
館
蔵
）
（
図
1
2
)

彰
城
は
大
正
四
年
に
上
京
し
て
一
度
絵
筆
を
折
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
昭
和
九
年
以
降
の
日
記
に
は
、
毎
日

の
よ
う
に
草
花
を
描
い
て
い
る
こ
と
が
記
述
さ
れ
て
い
る
の
で
、
詳
細
年
月
は
不
明
で
あ
る
が
画
業
を
再
開
し
た
。
《
富

士
山
之
図
》
《
日
没
と
海
》
は
、
晩
年
の
作
風
と
考
え
る
に
は
筆
力
が
強
い
の
で
、
上
京
す
る
前
と
推
測
し
た
。
た
だ
し
、

神
戸
滞
在
以
後
で
あ
る
か
は
確
証
が
な
く
、
ま
た
第
一
次
長
崎
滞
在
期
の
作
品
で
あ
る
可
能
性
も
捨
て
き
れ
な
い
た

め
、
「
大
正
四
年
以
前
」
と
の
み
し
た
。

図 12. 彰城貞徳《日没と海〉大正4年以前 (before 1915) 

ilII彩・カンヴァス 長崎県美術館蔵
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バ
ー
ド
が
辿
作
展
に
出
品
し
た
十
四
点
の
竹
品
は
、
あ
る
程
度
年
代
の
近
い
も
の
が
ま
と
ま
っ
て
い
た
可
能
性
が
、

n
f
n
J

い
。

影
城
は
神
戸
時
代
、
「
r
r
l
J
外
日
人
に
ひ
ど
く
も
て
は
や
さ
れ
、

i
一
頭
立
て
の
馬
巾
を
乗
り

I
n
lされ
た
ほ
ど
恢
勢
な
＂
社
ら
し
を

さ
れ
て
い
た
」
と
い
う
記
述
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
圃
家
と
し
て
か
な
り
元
れ
っ
子
だ
っ
た
よ
う
だ
。
ま
た
そ
の
十
四
点

の
な
か
に
「
第
二
次
長
崎
滞
在
期
」
に
描
か
れ
た
《
和
洋
合
奏
之
図
》
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
ハ
ー
ド
が
所
蔵

し
て
い
た
作
品
の
多
く
は
帰
国
後
、
つ
ま
り
「
神
戸
時
代
」
と
「
第
二
次
長
崎
滞
在
期
」
に
秘
巾
し
て
い
る
と
考
え
る
の
が
自
然

で
あ
ろ
う
。

ま
た
神
戸
時
代
に
杉
城
は
神
戸
災
術
協
会
主
催
に
よ
る
第
一
圃
美
術

n
l
l
U
展
覧
会
に
《
須
磨
浦
の
風
娯
》
と
い
う
作
品
を
出
品

し
て
お
り
、

そ
れ
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
な
作
品
非
が
残
さ
れ
て
い
る
。

「
所
謂
I
H派
に
屈
す
る
池
絵
で
あ
る
が
、
断
出
を
洩
れ
る
月
光
の
水
面
へ
ほ
の
か
に
落
ち
て
来
る
具
合
は
よ
い
、
実
の
描

き
力
も
，
1
1然
で
あ
っ
て
別
に
難
は
な
い
が
図
柄
が
図
柄
だ
け
に
一
休
趣
味
の
平
凡
と
い
ふ
こ
と
は
免
れ
ぬ
伽
し
て
涌
曲
の

ほ
の
明
る
い
の
に
対
し
て
比
較
的
沖
の
船
舶
が
チ
ト
明
る
過
ぎ
は
し
ま
い
か
と
の
感
は
あ
る
が
一
休
に
繊
巧
な
描
き
方
で

あ
る
」

実
際
、

こ
の
文
序
を
読
む
限
り
、
《
須
磨
浦
の
風
景
》
は
《
月
夜
の
景
》
と
非
常
に
似
た
構
図
で
柚
か
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

両
面
中
央
上
部
に
滴
月
を
配
し
、
遠
近
を
持
た
せ
な
が
ら
左
右
に
山
、
な
い
し
は
島
々
を
置
い
た
作
品
は
、
本
作
を
入
れ
て

-
．
点
確
認
さ
れ
て
い
る
。
《
須
磨
油
の
風
景
》
は
現
在
行
力
不
明
で
あ
る
か
、
神
戸
美
術
協
会
主
催
に
よ
る
展
覧
会
に
出
品
さ

れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
側
題
か
ら
考
え
る
と
神
戸
時
代
に
描
か
れ
た
の
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
満
月
を
中
心
に
据
え
た
奥
行

き
あ
る
夜
の
風
娯
画
は
、
彰
城
が
帰
国
後
に
収
り
組
ん
で
い
た
―
つ
の
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う

し
た
構
図
は
、
滞
欧
中
に
学
ん
だ
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
本
作
の
両
題
が
長
崎
で
あ
る
以
卜
、
制
作
さ
れ
た
の
は
第
二

次
長
崎
滞
在
期
（
明
治
二
十
ぃ
ハ
ー
人
正
四
年
）
の
可
能
性
が
翡
い
と
い
え
よ
う
。

こ
こ
か
ら
は
描
か
れ
た
地
点
と
し
て
日
取
有
力
で
あ
る
八
千
代
町
と
制
竹
年
と
を
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
、
こ
の
地
幣
の
当

時
の
状
況
を
考
察
し
た
い
（
図
1
3
)。
こ
の
付
近
は
明
治
三

0
年
頃
か
ら
現
在
の
長
崎
駅
方
面
ま
で
の
埋
め
立
て
工
事
が
始
ま
っ

て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
員

1
5、
1
6
)。
工
事
か
完
了
し
た
の
は
明
治
一
二
十
七
年
頃
で
あ
る
も
の
の
、
作
品
に
描
か
れ
て
い

る
よ
う
な
湿
地
幣
か
彰
城
の
制
作
時
期
ま
で
残
っ
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
（
図

1
4
)。
つ
ま
り
遠
景
の

1
1
1々
の
形
状
か
ら
考

え
る
と
八
千
代
町
の
n
f能
性
が
非
常
に
高
い
も
の
の
、
近
景
の
湿
地
帝
に
時
代
的
な
矛
盾
が
生
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
う
考
え
る
と
、
制
作
年
自
体
を
埋
め
立
て
工
事
が
始
ま
る
以
前
の
弟
一
次
長
崎
滞
在
期
で
あ
る
「
明
治
十
七

I
-
―
十
六

年
」
に
遡
ら
せ
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
上
述
し
た
よ
う
に
横
長
の
圃
面
の
作
品
は
帰
国
以

後
に
し
か
制
作
年
を
特
定
で
き
て
お
ら
ず
、
ま
た
第
一
次
長
崎
滞
在
期
の
画
業
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
分
か
っ
て
い
な
い
。

本
作
が
神
戸
時
代
に
描
か
れ
た
《
須
磨
浦
の
風
景
》
の
類
似
作
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
や
は
り
そ
の
直
後
の
第
一
一
次
長
崎

滞
在
期
で
の
制
作
が
妥
当
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
渡
米
以
前
の
第
一
次
長
崎
滞
在
期
に
本
作
を
描
き
、

図 14 長鯰福済寺卜からの長ゆiを（り、追 II) 地「． 1叫 I

(Jd約）ぐf:fftl," 図，り·館蔵）

現｛Jーの Jと 9合 59-！ i,J近の埋め立て 1iii を船彰したもの 明治30年から 1リ）治 37 り·

(1897-19041 にかけてり＼2次k約 iと改 i多 •Ji 足が行われた り立中央の海中の

堰のようなものか~I’ め,’；て J: 定地てある

図 13. ドンの山から見た Ill 島と J孔 Iし加悲

(J.[l,:j)＜学附属図内館蔵）

叫 ifi 初期の撤影 しヽまだ罪めれて 1:·11が始まってしヽなし囁Ii 1111;曹 11)11 ,1, 

央に浦 l糾 Ill が見え、そのイ i に，現イI.0)•[|ill ，八「代 Ill［が統＜ 杉城か

描し、た地れは、八千代町付近の沿；いと、思わ i l る
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本
論
で
は
、
遺
作
展
出
品
作
で
あ
り
な
が
ら
こ
れ
ま
で
所
在
不
明
と
さ
れ
て
き
た
《
夜
の
長
崎
港
》
が
、
仮
タ
イ
ト
ル
の
ま

ま
で
あ
っ
た
《
月
夜
の
景
》
に
あ
た
る
の
で
は
な
い
か
と
推
論
を
進
め
て
き
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
証
明
で
き
た
の
で
は
な
い

か
。
今
後
長
崎
県
美
術
館
で
は
本
作
を
《
月
夜
の
景
》
か
ら
《
夜
の
長
崎
港
》
へ
と
改
題
し
、
さ
ら
に
制
作
年
を
第
二
次
長
崎
滞

在
期
で
あ
る
「
明
治
三
十
六
ー
大
正
四
年
頃
(
-
九
0
三
—
一
九
一
五
年
頃
）
」
へ
と
設
定
変
更
し
た
い
。

《
夜
の
長
崎
港
》
は
、
彰
城
が
制
作
か
ら
約
三
0
年
の
時
を
経
て
日
動
画
廊
で
再
会
し
た
作
品
と
い
う
こ
と
で
、
資
料
的
価

値
も
非
常
に
高
い
。
遺
作
展
を
機
に
生
ま
れ
た
長
谷
川
仁
と
の
交
友
関
係
が
彰
城
と
日
動
画
廊
を
密
接
に
結
び
つ
け
、
そ
の

後
も
長
年
に
わ
た
っ
て
作
品
が
守
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
遺
作
展
の
果
た
し
た
役
割
は
非
常
に
大
き
い
と
い

え
よ
う
。
も
し
彰
城
が
本
作
と
再
会
す
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
第
一
章
で
触
れ
た
五
つ
の
文
献
は
記
述
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ

た
ば
か
り
か
、
画
家
と
し
て
の
影
城
の
名
は
歴
史
の
中
に
埋
も
れ
た
ま
ま
、
多
く
の
作
品
が
散
逸
し
て
し
ま
っ
て
い
た
に
違

い
な
い
。
数
奇
な
運
命
を
た
ど
っ
た
彰
城
の
人
生
の
最
後
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
た
の
が
本
作
な
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

い
わ
ば
自
己
模
倣
の
よ
う
な
制
作
を
約
十

海
外
滞
在
期
を
挟
ん
で
同
じ
よ
う
な
構
図
の
《
須
磨
浦
の
風
景
》
を
描
く
と
い
う
、

数
年
も
の
後
に
行
う
と
い
う
こ
と
は
蓋
然
性
が
低
い
だ
ろ
う
。

彰
城
が
湿
地
帯
の
消
え
去
っ
た
第
二
次
長
崎
滞
在
期
に
本
作
を
描
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
目
の
前
の
風
景
を
見
た

ま
ま
に
描
い
た
と
い
う
前
提
そ
の
も
の
を
疑
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
つ
ま
り
あ
る
程
度
の
創
作
が
入
っ
て
い
る
可
能
性
を
視
野

に
入
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
あ
る
い
は
過
去
（
第
一
次
長
崎
滞
在
期
）
の
ス
ケ
ッ
チ
を
も
と
に
油
彩
画
化
し
た
か
、

幕
末
期
に
撮
影
さ
れ
た
古
写
真
を
も
と
に
描
い
た
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
彰
城
が
本
作
に
お
い
て
、

当
時
の
実
景
を
写
生
し
た
と
い
う
の
は
可
能
性
が
低
い
と
思
わ
れ
る
。

こ
こ
ま
で
考
察
し
て
き
た
よ
う
に
、
本
作
は
山
々
の
形
状
に
鑑
み
て
八
千
代
町
付
近
か
ら
臨
ん
だ
長
崎
港
で
あ
る
こ
と
を

最
有
力
視
し
た
。
ま
た
制
作
年
に
つ
い
て
は
、
湿
地
帯
と
埋
め
立
て
工
事
と
の
間
に
時
代
的
な
矛
盾
が
あ
る
と
認
め
つ
つ
も

第
二
次
長
崎
滞
在
期
の
可
能
性
を
支
持
し
た
。
し
か
し
ど
ち
ら
も
確
証
を
得
る
ま
で
に
は
至
ら
ず
、
今
後
の
研
究
の
積
み
重

ね
や
新
資
料
の
発
見
な
ど
に
よ
っ
て
変
更
を
加
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
可
能
性
は
大
い
に
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
本
作
が

抱
え
て
い
る
課
題
は
、
あ
る
程
度
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
モ
チ
ー
フ
が
明
ら
か
に
長
崎
港
の
夜
の
風
景

で
あ
る
こ
と
、
ま
た
そ
れ
が
唯
一
無
―
一
で
あ
る
こ
と
か
ら
判
断
す
る
と
、
本
作
は
遺
作
展
に
出
品
さ
れ
た
《
夜
の
長
崎
港
》
で

あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
ろ
う
。

遺
作
展
の
後
も
お
そ
ら
く

H

動
画
廊
の
長
谷
川
は
《
夜
の
長
崎
港
》
を
し
ば
ら
く
手
許
に
置
い
て
い
た
。
し
か
し
昭
和
十
年

代
に
は
個
人
コ
レ
ク
タ
ー
に
売
却
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
長
ら
く
そ
こ
で
所
蔵
さ
れ
て
い
た
が
、
平
成
二
十
四
年
度
に
当
館

に
収
蔵
さ
れ
た
と
い
う
経
緯
で
あ
ろ
う
。

図16. 明治37年頃 (c.1904) の長崎港

（長崎経済同友会制作「長崎港海岸線の変遷」の地図に地名を記入）

「八千代町付近」より左側の部分が明治30年頃に始まった埋め立て地。
彰城の第二次長崎滞在期とほぼ同時期。

; ~' 呈し麦

ぐ：べ＾ • >
図15. 明治25年頃 (c.1892) の長崎港

（長崎経済同友会制作「長崎港海岸線の変遷」の地図に地名を記入）

八千代町付近はまだ埋め立てが始まっていない。
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8
)

沖
野
岩
三
郎
、
前
掲
書
、
九
十
二
頁
。

6
)
長
谷
川
仁
「
会
場
に
現
れ
た
逍
作
展
の
作
者
」
（
『
へ
そ
人
生

5
)

沖
野
岩
三
郎
「
T
.S
A
K
A
K
Iの
池
絵
」
「
宛
名
印
記
」
九
十
二
頁
。

(
1
)昭
和
九
年
の
日
記
に
は
、
毎
日
の
よ
う
に
草
花
を
描
い
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
た
め
、
い
つ
の
時
点
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
画
業
を
再
開
し
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
時
代
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
「
長
崎
の
美
術
4

生
誕
一
五
0
周
年
記
念
影
城
貞
徳
」
展
の
図
録
に
所
収
さ
れ
て
い
る
「
長
崎
県
美
術
館
収
蔵
資
料
目

録
」
を
参
照
の
こ
と
。

(
2
)沖
野
岩
三
郎
「
T
.
S
A
K
A
K
.
l
の
袖
絵
」
（
「
宛
名
印
記
」
東
水
社
、
一
九
四
一
年
）
八
十
九
頁
。

長
谷
川
仁
は
「
生
き
て
い
る
人
の
追
作
展
」
に
お
い
て
、
バ
ー
ド
が
来
廊
し
た
の
は
「
昭
和
七
年
」
と
し
て
い
る
が
、
沖
野
は
逍
作
展
の
会
期
を
「
昭
和
七
年

一
月
八
日
か
ら
十
四
H

」
ま
で
と
明
記
し
て
お
り
、
も
し
そ
れ
が
事
実
で
あ
る
な
ら
ば
、
展
買
会
の
準
備
期
間
な
ど
を
含
め
る
と
、
沖
野
が
記
述
し
た
「
昭

和
六
年
暮
れ
」
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

(
3
)『
早
稲
田
大
學
一
魏
」
（
早
稲
田
大
学
福
、
昭
和
十
二
年
‘
―
二
七
頁
）
に
掲
載
さ
れ
た
当
時
の
教
職
員
一
覧
で
は
、
文
学
部
の
英
文
学
講
師
と
し
て
「
エ
ッ
チ
・

ジ
ェ
ー
・
バ
ー
ド
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
「
H
.
G
.」
で
は
な
く
「H
.
J
.バ
ー
ド
」
が
正
し
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
英
文
学
講
師
が
ど
こ
で
影

城
の
作
品
を
手
に
入
れ
た
か
は
不
明
だ
が
、
消
野
比
佐
美
に
よ
る
と
「
一
括
し
て
ど
こ
か
か
ら
入
手
し
た
も
の
」
ら
し
い
。

ま
た
バ
ー
ド
が
所
蔵
し
て
い
た
点
数
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
。
長
谷
川
は
「
へ
そ
人
生
画
廊
一
代
記

j
の
な
か
で
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
私
は
さ
っ
そ
く
、
バ
ー
ド
さ
ん
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
見
に
い
っ
た
。
二
十
数
点
の
多
く
が
六
十
号
か
ら
百
五
十
号
も
あ
る
横
長
の
大
作
で
、
バ
ー
ド

さ
ん
の
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
に
イ
タ
リ
ア
風
の
達
者
な
細
密
描
写
で
あ
っ
た
」
。

一
方
で
沖
野
岩
三
郎
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
早
稲
田
大
学
で
英
文
学
を
教
へ
て
ゐ
る
英
人
エ
ッ
チ
・
ヂ
イ
・
バ
ア
ド
と
い
ふ
人
が
、
数
寄
屋

橋
の
日
動
画
廊
に
来
て
、
「T
.S
A
K
A
K
Iと
い
ふ
人
の
油
絵
を
十
四
枚
持
つ
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
を
金
に
易
へ
た
い
か
ら
、
展
覧
会
を
し
て
く
れ
な
い
か
」
と
言

っ
た
」
。

ま
た
彰
城
は
「
早
稲
田
大
学
で
英
文
学
を
受
け
持
つ
て
ゐ
る

H
.
G
.
バ
ー
ド
氏
所
持
の
十
四
点
を

H

動
画
廊
の
主
人
長
谷
川
氏
が
引
受
け
て
展
観
し
た
も

の
で
、
《
長
崎
の
梅
》
《
紫
式
部
》
《
神
武
天
皇
》
《
鎌
倉
武
士
の
脱
狩
》
《
萬
果
之
図
》
《
和
洋
合
奏
》
な
ど
で
あ
っ
た
が
、
幸
ひ
大
部
分
を
売
り
霊
し
た
由
で
あ
る
」

と
述
べ
、
沖
野
と
同
じ
点
数
が
出
品
さ
れ
た
と
し
て
い
る
。
註

4

の
理
由
と
同
じ
く
、
晩
年
の
長
谷
川
の
記
憶
違
い
と
思
わ
れ
る
。

(
4
)長
谷
川
仁
の
回
想
で
は
、
バ
ー
ド
は
長
谷
川
に
「
サ
カ
キ
テ
イ
ト
ク
」
と
氏
名
ま
で
伝
え
、
当
て
字
と
し
て
長
谷
川
は
「
榊
貞
徳
画
伯
遺
作
展
」
と
銘
打
っ
た

と
し
て
い
る
。
一
方
で
沖
野
岩
三
郎
は
「

T

だ
け
で
は
友
太
郎
や
ら
富
二
郎
や
ら
わ
か
ら
な
い
の
で
、
名
前
は
ぬ
き
に
し
て
単
に
榊
氏
と
だ
け
書
い
て
置

い
た
」
と
し
、
逍
作
展
の
段
階
で
は
苗
字
し
か
分
か
ら
ず
、
展
筵
会
は
長
谷
川
自
身
が
「
榊
氏
油
絵
逍
作
展
覧
会
」
と
銘
打
っ
た
と
し
て
い
る
。
彰
城
の
回

想
で
も
「
榊
氏
池
絵
逍
作
展
」
と
な
っ
て
い
る
。
実
際
に
彰
城
に
会
っ
た
こ
と
の
あ
る
消
野
比
佐
美
も
ま
た
「
榊
氏
油
絵
遺
作
展
覧
会
」
と
し
て
い
る
。
通
常

で
あ
れ
ば
遣
作
展
の
当
事
者
で
あ
る
長
谷
川
の
証
言
を
信
じ
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
が
、
回
想
は
で
日
動
画
廊
五
十
年
史

l
の
た
め
に
、
実
際
の
出
来
事
の

数
十
年
後
に
執
鎖
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
信
憑
性
が
高
い
と
は
言
え
な
い
。
沖
野
岩
三
郎
、
彰
城
そ
し
て
清
野
比
佐
美
も
、
バ
ー
ド
氏
の
来
廊
に
つ
い

て
は
、
遣
作
展
直
後
に
長
谷
川
か
ら
直
接
聞
い
た
と
思
わ
れ
る
た
め
、
む
し
ろ
彼
ら
の
証
言
の
方
が
、
信
憑
性
は
高
い
だ
ろ
う
。
付
け
加
え
て
、
彰
城
は

裏
面
に
氏
名
を
入
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
さ
ら
に
サ
イ
ン
は
通
常
「

T
.
S
A
K
A
K
I」
の
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
「
テ
イ
ト
ク
」
が
分
か
っ
て
い

た
と
は
考
え
難
い
。
お
そ
ら
く
バ
ー
ド
は
作
者
に
つ
い
て
、
絵
幽
の
隅
に
書
か
れ
た
「

T
.
S
A
K
A
K
I
」
の
情
報
し
か
持
っ
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

(
7
)長
谷
川
仁
「
生
き
て
い
る
人
の
遺
作
展
」
（
『
日
動
画
廊
五
十
年
史j―
九
七
七
年
）
二
十
七
頁
。

、
王
1
1
1
1
n
 

画
廊
一
代
記
』
読
売
新
聞
社
、
一
九
七
四
年
）
一0
九
頁
。
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(
9
)沖
野
岩
三
郎
、
前
掲
書
、
九
十
三
ー
九
十
四
頁
。

「
ボ
ウ
ジ
ョ
ウ
」
と
は
彰
城
の
こ
と
。
昭
和
九
年
春
に
彰
城
が
最
初
に
日
動
画
廊
に
訪
れ
た
際
、
彰
城
は
長
谷
川
仁
に
名
刺
を
渡
し
て
一
言
二
言
交
わ
し
た

だ
け
で
あ
っ
た
。
名
刺
に
記
載
さ
れ
た
「
彰
城
」
を
「
サ
カ
キ
」
と
読
め
な
か
っ
た
長
谷
川
は
、
当
初
「
ボ
ウ
ジ
ョ
ウ
」
と
思
い
込
ん
で
い
た
。
「
サ
カ
キ
」
と
分

か
っ
た
の
は
、
二
度
目
の
訪
問
の
際
で
あ
る
。

(
1
0
)彰城
貞
徳
「
明
治
洋
画
の
黎
明
期
」
（
『
中
央
公
論
」
一
九
三
八
年
八
月
）
二
四
八
頁
。

(
1
1
)
「
長
崎
の
美
術
4

生
誕
一
五
0
周
年
記
念
彰
城
貞
徳
」
展
の
図
録
で
は
、
《
九
十
九
島
・
月
夜
の
景
》
（
長
崎
県
美
術
館
蔵
）
お
よ
び
《
九
十
九
島
・
月
夜
の

景
》
（
府
中
市
美
術
館
寄
託
）
の
制
作
年
を
、
「
明
治
三
十
三
ー
大
正
四
年
頃
」
と
し
た
が
、
画
題
が
長
崎
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
神
戸
滞
在
期
（
明
治

三
十
三
ー
＿
二
十
六
年
頃
）
の
可
能
性
を
外
し
て
、
第
二
次
長
崎
滞
在
時
（
明
治
三
十
六
ー
大
正
四
年
）
に
限
定
、
表
記
変
更
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

(
1
2
)
長
谷
川
仁
「
会
場
に
現
れ
た
遺
作
展
の
作
者
」
―
1
0
頁
。

(
1
3
)
S
.
T
.

生
「
第
一
回
神
戸
美
術
展
覧
会
評
（
絵
画
）
」
（
『
神
戸
叉
新
日
報
j明
治
三
十
三
年
十
月
二
十
四
日
）
。

神
戸
美
術
協
会
主
催
に
よ
る
第
一
回
美
術
品
展
覧
会
に
つ
い
て
は
、
木
下
直
之
「
神
戸
美
術
協
会
、
明
治
三
十
三
年
の
構
想
」
（
「
兵
庫
県
立
近
代
美
術
館
研

究
紀
要
」
第
二
号
、
一
九
八
二
年
）
に
詳
し
い
。
そ
れ
に
よ
る
と
彰
城
は
こ
の
展
党
会
に
八
点
の
作
品
を
出
品
し
て
い
る
。
ま
た
神
戸
美
術
協
会
の
発
起
人

の
一
人
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
神
戸
時
代
は
画
家
と
し
て
の
活
動
を
か
な
り
精
力
的
に
展
開
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

(
1
4
)《九
十
九
島
・
月
夜
の
景
》
（
長
崎
県
美
術
館
蔵
）
、
《
九
十
九
島
・
月
夜
の
景
》
（
府
中
市
美
術
館
寄
託
）
、
及
び
本
作
品
の
三
点
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
平
成

二
0
年
度
の
回
顧
展
に
出
品
さ
れ
、
図
録
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

(
1
5
)岡林
隆
敏
、
吉
田
優
「
長
崎
港
の
埋
立
と
近
代
都
市
の
形
成
」
（
「
土
木
史
研
究
」
第
十
二
号
、
一
九
九
二
年
六
月
）
二
九
八
I
-
―1
0
0
頁
。

本
論
文
は
、
長
椅
肌
美
術
館
学
芸

U

と
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
な
か
で
、
本
作
が
長
崎
迷
を
描
い
た
も
の
で
は
な
い
か
と
い
う
視
点
が
牛
ま
れ
、

そ
れ
を
も
と
に
執
喰
し
た
も
の
で
す
。

ま
た
執
卯
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
姫
野
顧
．
氏
（
長
崎
人
学
名
労
教
授
）
、
岡
林
隆
敏
氏
（
長
崎
人
学
名
脊
教
授
）
に
伐
巫
な
ご
助
言
を
賜
り
ま
し
た
。

こ
こ
に
叫
し
て
感
湖
巾
し
卜
げ
ま
す
。
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